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　セ
ン
タ
ー
で
扱
う
疾
患
と
は

　
よ
く
、｢

あ
し
・
こ
し
の
痛
み｣

と
言
わ

れ
ま
す
が
、
膝
か
、
腰
に
痛
み
を
感
じ

な
い
で
生
涯
を
終
わ
る
人
は
、
い
な
い

と
さ
え
言
わ
れ
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で

は
、
患
者
数
の
多
い
膝
関
節
を
中
心
と

し
た
下
肢
の
疼
痛
性
疾
患
と
、
私
が
今

ま
で
研
究
面
も
含
め
て
取
り
組
ん
で
き

た
股
関
節
疾
患
に
加
え
て
、
ス
ポ
ー
ツ

に
よ
る
下
肢
の
障
害
を
対
象
に
専
門
性

を
生
か
し
た
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
の
高
齢
化
に
伴
っ
て
増

え
つ
つ
あ
る
骨
粗
鬆
症
に
伴
う
骨
脆
弱

性
骨
折
の
予
測
・
機
序
・
診
断
・
治
療
に
、

臨
床
と
基
礎
的
研
究
の
両
面
か
ら
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
に
て
治
療
を
受
け
た
患

者
さ
ん
は
、
私
が
信
州
大
学
と
中
信
松

本
病
院
に
足
か
け
15
年
以
上
勤
務
し
て

い
た
こ
と
も
あ
る
た
め
か
中
南
信
在
住

の
方
も
多
く
、
約
半
数
が
篠
ノ
井
総
合

病
院
ま
で
片
道
50 

km
以
上
の
遠
方
よ

り
来
院
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

福
島
・
東
京
・
静
岡
・
福
井
・
大
阪
・

徳
島
な
ど
県
外
か
ら
通
院
し
て
頂
い
て

い
る
患
者
さ
ん
も
少
数
な
が
ら
、
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　手
術
件
数
と
内
容

　
私
が
当
院
に
赴
任
し
た
２
０
０
３
年

７
月
か
ら
10
年
間
弱
の
手
術
件
数
は
、

週
刊
誌
に
載
る
ほ
ど
多
く
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
一
人
一
人
の

患
者
さ
ん
に
対
し
て
自
己
血
輸
血
や
自

家
骨
移
植
を
積
極
的
に
行
い
、
安
全
で

長
持
ち
す
る
手
術
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。
膝
関
節
に
関
し
て
は
、
人
工
関
節

置
換
術
：

180
件
、関
節
鏡
手
術
：

160
件
（
う

ち
前
十
字
靭
帯
再
建
術
：
20
件
）、
関
節

形
成
術
（
高
位
脛
骨
骨
切
り
術
な
ど
）

20
件
で
す
が
、
私
が
特
に
専
門
と
す
る

股
関
節
に
関
し
て
は
、
人
工
関
節
置
換

術
：

690
件
（
通
算
＊
で
約
１
０
０
０
件
）、
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関
節
形
成
術
（
寛
骨
臼
回
転
骨
切
り
術

な
ど
）:

80
件
（
通
算
＊
で
約

150
件
）、

人
工
骨
頭
挿
入
術
：

210
件
と
な
っ
て
い

ま
す
（
＊:

通
算
と
は
、
丸
山
の
前
任

地
か
ら
の
合
計
手
術
件
数
）。

関節疾患

　
当
セ
ン
タ
ー
は
整
形
外
科
外
来
の
中
に
併
設
さ
れ

る
形
で
、
２
０
０
９
年
４
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
ス

タ
ッ
フ
は
当
初
、
当
セ
ン
タ
ー
を
整
形
外
科
外
来
、

病
棟
や
医
事
部
門
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
形
で
し
た
。
し

か
し
、
２
０
１
０
年
４
月
以
降
は
整
形
外
科
外
来
の

す
ぐ
隣
に
入
院
予
定
患
者
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
、

予
約
手
術
の
多
い
関
節
疾
患
ス
ポ
ー
ツ
障
害
治
療
セ

ン
タ
ー
で
治
療
を
受
け
る
患
者
さ
ん
の
利
便
性
が
向

上
し
て
い
ま
す
。

　　診
断
と
治
療
法

　
こ
う
し
た
関
節
外
科
に
関
す
る
診
断

と
治
療
法
は
、
信
州
大
学
整
形
外
科
で

の
診
療
経
験
だ
け
で
は
な
く
、
１
９
９

４
〜
１
９
９
６
年
に
、
人
工
膝
は
米
国
・

Harvard

大
学
、
人
工
股
は
米
国
・

Indiana

大
学
に
私
が
そ
れ
ぞ
れ
留
学

し
た
経
験
が
元
に
な
っ
て
お
り
、
後
者

の
大
学
と
は
今
で
も
治
療
が
難
し
い
症

例
の
検
討
な
ど
で
交
流
し
て
い
ま
す
。

　
学
術
活
動

　
ま
た
、
学
術
活
動
も
積
極
的
に
行
っ

て
お
り
、
昨
年
（
２
０
１
２
年
）
の
発

表
は
、
国
際
学
会
：
３
題
、
国
内
学
会:

14
題
で
、
論
文
も
こ
こ
数
年
で
国
際
誌

（
英
文
誌
）
に
２
本
掲
載
さ
れ
、
こ
こ

篠
ノ
井
の
地
か
ら
世
界
に
向
け
て
、
術

式
や
手
術
方
法
な
ど
の
新
し
い
情
報
を

積
極
的
に
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
若
手
医
師
は
、
次
の
世
代

を
背
負
っ
て
く
れ
る
大
切
な
存
在
で
す

の
で
、
私
は
こ
う
し
た
医
師
の
育
成
に

も
力
を
入
れ
て
お
り
、
手
術
方
法
の
伝

授
や
学
会
発
表
の
指
導
な

ど
も
積
極
的
に
行
っ
て
お

り
ま
す
。

     

ス
ポ
ー
ツ

       

分
野
の
活
動

　
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
は
、

院
外
活
動
と
し
て
、
ス
ポ
ー

ツ
に
取
り
組
む
人
た
ち
の

健
康
管
理
や
ス
ポ
ー
ツ
障

害
・
治
療
の
啓
蒙
活
動
な

ど
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、
長

野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機

に
16
年
前
か
ら
一
昨
年
ま

で
は
検
査
官
と
し
て
ド
ー

ピ
ン
グ
検
査
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
今
で
は
、
ス
ケ
ー

ト
競
技
を
中
心
と
し
た
大

会
救
護
な
ど
を
中
心
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
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安
全
で

長
持
ち
す
る
手
術
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。
膝
関
節
に
関
し
て
は
、
人
工
関
節

置
換
術
：

180
件
、関
節
鏡
手
術
：

160
件
（
う

ち
前
十
字
靭
帯
再
建
術
：
20
件
）、
関
節

形
成
術
（
高
位
脛
骨
骨
切
り
術
な
ど
）

20
件
で
す
が
、
私
が
特
に
専
門
と
す
る

股
関
節
に
関
し
て
は
、
人
工
関
節
置
換

術
：

690
件
（
通
算
＊
で
約
１
０
０
０
件
）、

関
節
形
成
術
（
寛
骨
臼
回
転
骨
切
り
術

な
ど
）:

80
件
（
通
算
＊
で
約

150
件
）、

人
工
骨
頭
挿
入
術
：

210
件
と
な
っ
て
い

ま
す
（
＊:

通
算
と
は
、
丸
山
の
前
任

地
か
ら
の
合
計
手
術
件
数
）。
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　　診
断
と
治
療
法

　
こ
う
し
た
関
節
外
科
に
関
す
る
診
断

と
治
療
法
は
、
信
州
大
学
整
形
外
科
で

の
診
療
経
験
だ
け
で
は
な
く
、
１
９
９

４
〜
１
９
９
６
年
に
、
人
工
膝
は
米
国
・

Harvard

大
学
、
人
工
股
は
米
国
・

Indiana

大
学
に
私
が
そ
れ
ぞ
れ
留
学

し
た
経
験
が
元
に
な
っ
て
お
り
、
後
者

の
大
学
と
は
今
で
も
治
療
が
難
し
い
症

例
の
検
討
な
ど
で
交
流
し
て
い
ま
す
。

　
学
術
活
動

　
ま
た
、
学
術
活
動
も
積
極
的
に
行
っ

て
お
り
、
昨
年
（
２
０
１
２
年
）
の
発

表
は
、
国
際
学
会
：
３
題
、
国
内
学
会:

14
題
で
、
論
文
も
こ
こ
数
年
で
国
際
誌

（
英
文
誌
）
に
２
本
掲
載
さ
れ
、
こ
こ

篠
ノ
井
の
地
か
ら
世
界
に
向
け
て
、
術

式
や
手
術
方
法
な
ど
の
新
し
い
情
報
を

積
極
的
に
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
若
手
医
師
は
、
次
の
世
代

を
背
負
っ
て
く
れ
る
大
切
な
存
在
で
す

の
で
、
私
は
こ
う
し
た
医
師
の
育
成
に

も
力
を
入
れ
て
お
り
、
手
術
方
法
の
伝

　
今
後
も
地
域
医
療
に
貢
献
し
つ
つ
、

篠
ノ
井
発
の
医
学
情
報
を
世
界
に
向
け

て
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
関
節
疾
患
ス
ポ
ー
ツ
障
害

治
療
セ
ン
タ
ー
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

た
し
ま
す
。（
文
責
　
丸
山 

正
昭
）

　講
演
会
開
催

　
地
域
の
皆
様
に
は
、
今
年
（
２
０
１

３
年
）
４
月
13
日
に
、｢

骨
と
関
節
の
講

演
会｣

と
題
し
て
、
篠
ノ
井
総
合
病
院

祭
（
あ
い
ま
つ
り
）
の
前
日
企
画
と
し

て
、
講
演
会
を
開
催
さ
せ
て
頂
き
（
下

図
）
４
０
５
名
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
講
演
会
は
、
私
の
前
任
の
病

院
時
代
か
ら
２
年
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で

主
に
患
者
さ
ん
向
け
に
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
今
回
は
そ
れ
を
一
般
の
方
に
拡

大
し
ま
し
た
。

　
今
は
健
康
と
思
っ
て
い
て
も
、
将
来
、

関
節
の
疾
患
を
発
病
し
た
時
の
こ
と

や
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
骨
粗
鬆

症
が
進
み
骨
折
し
易
く(

骨
脆
弱
性
骨

折)

な
っ
て
い
た
り
す
る
こ
と

を
踏
ま
え
て
、
普
段
の
生
活
を

見
直
し
て
頂
く
、
一
つ
の
契
機

に
し
て
頂
け
た
ら
幸
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

授
や
学
会
発
表
の
指
導
な

ど
も
積
極
的
に
行
っ
て
お

り
ま
す
。

     

ス
ポ
ー
ツ

       

分
野
の
活
動

　
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
は
、

院
外
活
動
と
し
て
、
ス
ポ
ー

ツ
に
取
り
組
む
人
た
ち
の

健
康
管
理
や
ス
ポ
ー
ツ
障

害
・
治
療
の
啓
蒙
活
動
な

ど
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、
長

野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機

に
16
年
前
か
ら
一
昨
年
ま

で
は
検
査
官
と
し
て
ド
ー

ピ
ン
グ
検
査
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
今
で
は
、
ス
ケ
ー

ト
競
技
を
中
心
と
し
た
大

会
救
護
な
ど
を
中
心
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

寛骨臼回転骨切り術 ( レントゲン写真）

スケート国際競技大会に
おける救護活動 ( エムウェーブ）
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ン
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節
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取
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た
股
関
節
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て
、
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ー
ツ

に
よ
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下
肢
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障
害
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対
象
に
専
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生
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し
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診
療
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行
っ
て
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ま
す
。
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齢
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に
伴
っ
て
増

え
つ
つ
あ
る
骨
粗
鬆
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脆
弱

性
骨
折
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予
測
・
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・
診
断
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治
療
に
、
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的
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究
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両
面
か
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取
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組
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す
。
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セ
ン
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患
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中
信
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本
病
院
に
足
か
け
15
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上
勤
務
し
て
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た
こ
と
も
あ
る
た
め
か
中
南
信
在
住
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方
も
多
く
、
約
半
数
が
篠
ノ
井
総
合

病
院
ま
で
片
道
50 

km
以
上
の
遠
方
よ

り
来
院
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

福
島
・
東
京
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岡
・
福
井
・
大
阪
・

徳
島
な
ど
県
外
か
ら
通
院
し
て
頂
い
て

い
る
患
者
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ん
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数
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が
ら
、
い

ら
っ
し
ゃ
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ま
す
。
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０
０
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は
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は
あ
り
ま
せ

ん
が
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当
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タ
ー
で
は
一
人
一
人
の

患
者
さ
ん
に
対
し
て
自
己
血
輸
血
や
自

家
骨
移
植
を
積
極
的
に
行
い
、
安
全
で

長
持
ち
す
る
手
術
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。
膝
関
節
に
関
し
て
は
、
人
工
関
節

置
換
術
：

180
件
、関
節
鏡
手
術
：

160
件
（
う

ち
前
十
字
靭
帯
再
建
術
：
20
件
）、
関
節

形
成
術
（
高
位
脛
骨
骨
切
り
術
な
ど
）

20
件
で
す
が
、
私
が
特
に
専
門
と
す
る

股
関
節
に
関
し
て
は
、
人
工
関
節
置
換

術
：

690
件
（
通
算
＊
で
約
１
０
０
０
件
）、

関
節
形
成
術
（
寛
骨
臼
回
転
骨
切
り
術

な
ど
）:

80
件
（
通
算
＊
で
約

150
件
）、

人
工
骨
頭
挿
入
術
：

210
件
と
な
っ
て
い

ま
す
（
＊:

通
算
と
は
、
丸
山
の
前
任

地
か
ら
の
合
計
手
術
件
数
）。

◆特集 1　関節疾患スポーツ障害治療センター

医師紹介

丸山 正昭 ( まるやま まさあき )

関節疾患スポーツ障害治療センター長、
整形外科部長、信州大学医学部臨床教授

■主な学歴
昭和 52年 (1977 年 ) 長野県立屋代高等学
校卒、昭和 59年 (1984 年 ) 信州大学医学
部医学科卒

■主な職歴
信州大学整形外科、Harvard 大学・
Indiana 大学 ( 留学 )、国立療養所中信松
本病院

■資格
日本整形外科学会認定専門医、麻酔科標
榜医、日本体育協会認定スポーツドク
ター、日本スケート連盟医事委員・大会
救護部長
■専門分野
股関節・膝関節を中心とした下肢の関節
外科 ( 関節疾患の診断と治療 )、スポーツ
整形外科 ( スポーツ障害の予防・診断・治
療、スケート競技を中心とした医療支援
活動 )、骨粗軽症 ( 脆弱性骨折の予防と治
療 ) を専門としています。

北川 和三 ( きたがわ かずみ )

副院長、昭和 51年 (1976 年 ) 信州大学医
学部医学科卒
■主な職歴
信州大学整形外科
■資格
日本整形外科学会認定専門医、日本脊椎
脊髄病学会認定脊椎脊髄外科指導医
■専門分野
首や上肢の痛み・シビレ、腰痛、下肢痛・
シビレ、麻癖などの症状を呈する脊椎・
脊髄疾患を専門としています。

　　診
断
と
治
療
法

　
こ
う
し
た
関
節
外
科
に
関
す
る
診
断

と
治
療
法
は
、
信
州
大
学
整
形
外
科
で

の
診
療
経
験
だ
け
で
は
な
く
、
１
９
９
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に
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工
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工
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・
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大
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に
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そ
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経
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、
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で
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し
い
症

例
の
検
討
な
ど
で
交
流
し
て
い
ま
す
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た
、
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に
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、
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（
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の
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：
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も
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数
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、
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式
や
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な
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の
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し
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情
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す
。

　
さ
ら
に
、
若
手
医
師
は
、
次
の
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れ
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大
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な
存
在
で
す

の
で
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私
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こ
う
し
た
医
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の
育
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に

も
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を
入
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て
お
り
、
手
術
方
法
の
伝

　
今
後
も
地
域
医
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に
貢
献
し
つ
つ
、

篠
ノ
井
発
の
医
学
情
報
を
世
界
に
向
け

て
発
信
し
て
い
き
た
い
と
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え
て
お
り

ま
す
の
で
、
関
節
疾
患
ス
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ー
ツ
障
害

治
療
セ
ン
タ
ー
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

た
し
ま
す
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正
昭
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演
会
開
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地
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の
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に
は
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今
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（
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１
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）
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13
日
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と
関
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演
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、
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総
合
病
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あ
い
ま
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り
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の
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日
企
画
と
し

て
、
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催
さ
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て
頂
き
（
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）
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０
５
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に
ご
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加
頂
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ま
し
た
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こ
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私
の
前
任
の
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時
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か
ら
２
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に
１
回
の
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で

主
に
患
者
さ
ん
向
け
に
行
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き
ま
し

た
が
、
今
回
は
そ
れ
を
一
般
の
方
に
拡
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し
ま
し
た
。

　
今
は
健
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と
思
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て
い
て
も
、
将
来
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関
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の
疾
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を
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し
た
時
の
こ
と

や
、
知
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ず
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ず
の
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ち
に
骨
粗
鬆

症
が
進
み
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折
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易
く(

骨
脆
弱
性
骨

折)

な
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て
い
た
り
す
る
こ
と

を
踏
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え
て
、
普
段
の
生
活
を
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直
し
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頂
く
、
一
つ
の
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に
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て
頂
け
た
ら
幸
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

授
や
学
会
発
表
の
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な

ど
も
積
極
的
に
行
っ
て
お

り
ま
す
。
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分
野
の
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ツ
の
分
野
で
は
、
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と
し
て
、
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に
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組
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人
た
ち
の

健
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管
理
や
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ツ
障

害
・
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の
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蒙
活
動
な

ど
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
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体
的
に
は
、
長

野
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ン
ピ
ッ
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を
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機

に
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前
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ら
一
昨
年
ま

で
は
検
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と
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ー
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グ
検
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を
行
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き

ま
し
た
。
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で
は
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ー
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技
を
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会
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を
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。
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　ま
ず
、
こ
の
度
の
工
事
を

　
　担
当
し
て
い
る
業
者
の
み

　
　な
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　

　
　
　院
内
体
制
の
整
備

　
平
成
25
年
度
は
建
築
工
事
が
進
ん
で

行
き
ま
す
。
従
来
の
「
病
院
再
構
築
室
」

の
機
能
を
よ
り
強
化
さ
せ
る
た
め
、
名

称
を
「
病
院
再
構
築
推
進
本
部
」
と
し
、

統
括
を
木
村
院
長
、
本
部
長
に
外
間
副

院
長
、
副
本
部
長
に
池
野
外
科
部
長
・

松
尾
呼
吸
器
科
部
長
・
事
務
長
、
事
務

局
に
小
林
管
理
課
長
・
久
保
田
管
理
課

考
査
役
・
杉
浦
管
理
課
調
査
役
・
小
出

施
設
課
長
・
依
田
施
設
課
主
任
・
施
設

課
職
員
５
名
を
加
え
15
名
体
制
で
望
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　週
例
会
議
・

　
　
　
　
　総
合
定
例
会
議

　
工
事
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
現
場
事

務
所
で
は
毎
週
木
曜
日
に
「
週
例
会
議
」

と
い
っ
て
現
場
担
当
者
と
病
院
の
事
務

局
が
集
ま
り
一
週
間
の
工
事
内
容
の
確

認
や
問
題
点
を
話
し
合
い
、
日
々
の
工

事
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
打
ち
合
わ
せ

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
原
則
と
し
て

毎
月
第
一
木
曜
日
に
は
「
総
合
定
例
会

議
」
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
現
場
の
担

当
者
全
員
と
厚
生
連
本
所
の
担
当
者
と

病
院
の
再
構
築
推
進
本
部
が
集
ま
り
、

工
事
全
体
の
進
捗
状
況
お
よ
び
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

全
体
討
議
が
必
要
な
案
件
に
つ
い
て
の

話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
　
　第
１
回
総
合
定
例
会
議

　
平
成
25
年
３
月
26
日
に
現
場
事
務
所

に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
１
回
目
と
い

う
こ
と
で
、
厚
生
連
の
盛
岡
理
事
長
に

も
出
席
し
て
い
た
だ
き
総
勢
42
名
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
出
席
者
全
員
の

自
己
紹
介
の
後
、
発
注
者
と
し
て
盛
岡

理
事
長
か
ら
は
「
完
成
す
る
と
県
内
で

も
数
少
な
い
大
病
院
と
な
る
。
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
係
わ
る
全
て
の
関
係
者

は
誇
り
を
持
っ
て
業
務
に
取
り
組
ん
で

頂
き
た
い
」。
木
村
院
長
か
ら
は
「
規
模

も
大
き
く
工
事
期
間
も
長
い
の
で
、
工

程
通
り
に
施
工
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

工
事
監
理
者
と
し
て
エ
ー
シ
ー
エ
設
計

の
竹
鼻
副
社
長
挨
拶
。
そ
し
て
受
注
者

を
代
表
し
て
戸
田
・
守
谷
Ｊ
Ｖ
か
ら
戸

田
建
設
長
野
支
店
の
新
井
支
店
長
が
挨

拶
を
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
全
体
工
程
の
説
明
と
し
て
４

月
・
５
月
工
程
表
の
説
明
を
建
築
・
電

気
・
機
械
の
担
当
者
か
ら
受
け
ま
し
た
。

続
い
て
関
係
者
か
ら
の
協
議
・
連
絡
事

項
と
し
て
発
注
者
組
織
の
説
明
他
、
工

事
監
理
者
か
ら
工
事
監
理
組
織
の
説

明
、
工
程
会
議
の
日
程
に
つ
い
て
、
工

事
組
織
の
説
明
等
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
の
中
で
病
院
か
ら
は
「
今
回
の
工

事
は
敷
地
・
周
辺
道
路
等
が
狭
く
、
施

工
条
件
は
決
し
て
良
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
工
事
期
間
中
の
交
通
事
故
・
労
働

災
害
な
ど
無
い
よ
う
安
全
に
配
慮
し
、

工
事
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

工
事
工
程
に
遅
れ
が
出
な
い
よ
う
に
も
、

お
願
い
し
た
い
。何
よ
り
も
、設
計
監
理
・

設
計
監
修
・
施
工
・
医
療
コ
ン
サ
ル
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
協
力
し
合
い
、
素
晴

ら
し
い
病
院
施
設
を
作
り
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
　
　第
２
回
総
合
定
例
会
議

　　
平
成
25
年
４
月
25
日
現
場
事
務
所
に

て
開
催
し
ま
し
た
。
出
席
者
は
、
厚
生

連
本
所
・
病
院
・
設
計
・
建
築
・
電
気
・

設
備
担
当
者
総
勢
32
名
で
し
た
。

　
前
回
議
事
録
の
確
認
の
後
、
工
事
進

捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
通
り
進
行
し
て
お
り
順
調
と

の
報
告
で
し
た
。
そ
の
後
、
５
月
・
６

月
の
月
間
工
程
表
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
全
員
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
を

行
い
ま
し
た
。
最
後
に
そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
か
ら
協
議
連
絡
事
項
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　地
域
住
民
の
皆
様
か
ら
出

　
　さ
れ
た
ご
意
見
ご
要
望
に

　
　関
し
て

①
仮
囲
い
全
般
に
関
し
て

　
夜
間
は
と

て
も
暗
く
て

不
安
。
と
い

う
ご
意
見
に

対
し
て
、
仮

囲
い
上
部
に

ソ
ー
ラ
ー
発

電
で
人
感
セ

ン
サ
ー
付
き

の
照
明
器
具
を
取
り
付
け
ま
し
た
。
夜

間
、
車
や
人
が
通
る
と
感
知
し
て
点
灯

し
ま
す
。

②
病
院
西
側
道
路
周
辺
の
仮
囲
い
に
関

し
て

　
急
カ
ー

ブ
の
辺
り

の
見
通
し

が
悪
く
危

険
。
と
い

う
ご
意
見

に
対
し
て
、

該
当
部
分

の
仮
囲
い
を
透
明
な
物
に
交
換
し
ま
し

た
。
多
少
で
は
あ
り
ま
す
が
効
果
を
上

げ
て
い
ま
す
。

③
工
事
車
両
が
頻
繁
に
通
行
す
る
こ
と

に
つ
い
て

　
警
備

員
を
配

置
し
安

全
に
通

行
で
き

る
よ
う

配
慮
を
。

と
い
う

ご
意
見

に
対
し

て
、
必
要
と
思
わ
れ
る
個
所
に
警
備
員

を
配
置
し
て
交
通
安
全
に
努
め
て
い
ま

す
。

④
病
院
東
側
の
道
路
に
お
い
て　

通
行
止

め
で
あ
る

の
に
進
入

し
て
く
る

車
両
が
あ

る
。
と
い

う
ご
意
見

に
対
し
て
、
道
路
入
り
口
付
近
に
カ

ラ
ー
コ
ー
ン
を
お
い
て
進
入
車
両
に
注

意
を
促
し
て
い
ま
す
。

　
　
　第
３
回
総
合
定
例
会
議

　　
平
成
25
年
６
月
６
日
現
場
事
務
所
に

て
開
催
し
ま
し
た
。
厚
生
連
本
所
・
病

院
・
設
計
・
建
築
・
電
気
・
設
備
担
当

者
が
集
ま
り
、
各
担
当
よ
り
工
事
の
進

捗
状
況
お
よ
び
６
月
、
７
月
の
月
間
工

程
表
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

６
月
、
７
月
の
主
な
工
事
内
容
は
以
下

の
通
り
で
す
。

・
地
下
の
工
事
を
す
る
た
め
の
工
事
車

両
乗
入
れ
構
台
設
置
工
事
。

・
地
下
水
対
策
用
簡
易
井
戸
デ
ィ
ー
プ

ウ
ェ
ル
設
置
工
事
。

・
山
留
め
崩
落
防
止
用
ア
ー
ス
ア
ン

カ
ー
打
設
工
事
。

・
新
棟
と
接
続
す
る
南
棟
地
下
施
設
の

改
修
及
び
解
体
工
事
。

・
２
次
掘
削
工
事
。

・
新
棟
地
下
の
基
礎
部
分
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
設
工
事
。

　
近
隣
へ
の
対
策
と
し
て
、
散
水
車
に

よ
る
散
水
の
実
施
、

現
場
の
東
側
道
路
に

ダ
ン
プ
の
通
行
に
よ

る
ひ
び
割
れ
発
生
対

策
と
し
て
、
長
野
市

の
管
理
課
に
道
路
占

用
申
請
を
行

い
、
敷
き
鉄

板
に
よ
る
養

生
と
注
意
看

板
を
設
置
し

ま
し
た
。

　　　

　最
近
の
工
事
現
場
の
様
子

　　山
留
工
事
が
ほ
ぼ
終
わ
り
、
地
下
部

分
の
掘
削
用
の
バ
ッ
ク
ホ
ー
な
ど
の
工

事
車
両
が
多
数
入
り
掘
削
工
事
が
進
ん

で
い
ま
す
。
掘
削
工
事
は
、
現
在
は
数

メ
ー
ト
ル
程
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
最
大

10
メ
ー
ト
ル
程
度
は
掘
り
下
げ
て
い
き

ま
す
。

◆特集２　再構築へのあゆみ　⑤

再
構
築
へ
の
あ
ゆ
み

特集
２

５

　「病院だより」第 110 号より、篠ノ井総合病院再構築計画についてシリー
ズでお知らせしています。第５回目は今年２月の起工式にて新病院整備第
Ⅰ期工事が着工し、現場では基礎工事が進んでいますがその状況と今後の
スケジュールについて報告致します。

　

事務長

岡村和夫

◆病院再構築推進本部と施工業者

◆機械設備工事担当の
「新菱冷熱工業　株式会社」のみなさん

◆建築工事担当の
「戸田・守谷建設共同企業体」のみなさん

◆電気設備工事担当の
　「株式会社　関電工」のみなさん

◆設計監理担当の
　「株式会社　エーシーエ設計」のみなさん

◆挨拶する盛岡理事長と木村院長
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　ま
ず
、
こ
の
度
の
工
事
を

　
　担
当
し
て
い
る
業
者
の
み

　
　な
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　

　
　
　院
内
体
制
の
整
備

　
平
成
25
年
度
は
建
築
工
事
が
進
ん
で

行
き
ま
す
。
従
来
の
「
病
院
再
構
築
室
」

の
機
能
を
よ
り
強
化
さ
せ
る
た
め
、
名

称
を
「
病
院
再
構
築
推
進
本
部
」
と
し
、

統
括
を
木
村
院
長
、
本
部
長
に
外
間
副

院
長
、
副
本
部
長
に
池
野
外
科
部
長
・

松
尾
呼
吸
器
科
部
長
・
事
務
長
、
事
務

局
に
小
林
管
理
課
長
・
久
保
田
管
理
課

考
査
役
・
杉
浦
管
理
課
調
査
役
・
小
出

施
設
課
長
・
依
田
施
設
課
主
任
・
施
設

課
職
員
５
名
を
加
え
15
名
体
制
で
望
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　週
例
会
議
・

　
　
　
　
　総
合
定
例
会
議

　
工
事
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
現
場
事

務
所
で
は
毎
週
木
曜
日
に
「
週
例
会
議
」

と
い
っ
て
現
場
担
当
者
と
病
院
の
事
務

局
が
集
ま
り
一
週
間
の
工
事
内
容
の
確

認
や
問
題
点
を
話
し
合
い
、
日
々
の
工

事
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
打
ち
合
わ
せ

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
原
則
と
し
て

毎
月
第
一
木
曜
日
に
は
「
総
合
定
例
会

議
」
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
現
場
の
担

当
者
全
員
と
厚
生
連
本
所
の
担
当
者
と

病
院
の
再
構
築
推
進
本
部
が
集
ま
り
、

工
事
全
体
の
進
捗
状
況
お
よ
び
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

全
体
討
議
が
必
要
な
案
件
に
つ
い
て
の

話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
　
　第
１
回
総
合
定
例
会
議

　
平
成
25
年
３
月
26
日
に
現
場
事
務
所

に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
１
回
目
と
い

う
こ
と
で
、
厚
生
連
の
盛
岡
理
事
長
に

も
出
席
し
て
い
た
だ
き
総
勢
42
名
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
出
席
者
全
員
の

自
己
紹
介
の
後
、
発
注
者
と
し
て
盛
岡

理
事
長
か
ら
は
「
完
成
す
る
と
県
内
で

も
数
少
な
い
大
病
院
と
な
る
。
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
係
わ
る
全
て
の
関
係
者

は
誇
り
を
持
っ
て
業
務
に
取
り
組
ん
で

頂
き
た
い
」。
木
村
院
長
か
ら
は
「
規
模

も
大
き
く
工
事
期
間
も
長
い
の
で
、
工

程
通
り
に
施
工
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

工
事
監
理
者
と
し
て
エ
ー
シ
ー
エ
設
計

の
竹
鼻
副
社
長
挨
拶
。
そ
し
て
受
注
者

を
代
表
し
て
戸
田
・
守
谷
Ｊ
Ｖ
か
ら
戸

田
建
設
長
野
支
店
の
新
井
支
店
長
が
挨

拶
を
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
全
体
工
程
の
説
明
と
し
て
４

月
・
５
月
工
程
表
の
説
明
を
建
築
・
電

気
・
機
械
の
担
当
者
か
ら
受
け
ま
し
た
。

続
い
て
関
係
者
か
ら
の
協
議
・
連
絡
事

項
と
し
て
発
注
者
組
織
の
説
明
他
、
工

事
監
理
者
か
ら
工
事
監
理
組
織
の
説

明
、
工
程
会
議
の
日
程
に
つ
い
て
、
工

事
組
織
の
説
明
等
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
の
中
で
病
院
か
ら
は
「
今
回
の
工

事
は
敷
地
・
周
辺
道
路
等
が
狭
く
、
施

工
条
件
は
決
し
て
良
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
工
事
期
間
中
の
交
通
事
故
・
労
働

災
害
な
ど
無
い
よ
う
安
全
に
配
慮
し
、

工
事
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

工
事
工
程
に
遅
れ
が
出
な
い
よ
う
に
も
、

お
願
い
し
た
い
。何
よ
り
も
、設
計
監
理
・

設
計
監
修
・
施
工
・
医
療
コ
ン
サ
ル
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
協
力
し
合
い
、
素
晴

ら
し
い
病
院
施
設
を
作
り
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
　
　第
２
回
総
合
定
例
会
議

　　
平
成
25
年
４
月
25
日
現
場
事
務
所
に

て
開
催
し
ま
し
た
。
出
席
者
は
、
厚
生

連
本
所
・
病
院
・
設
計
・
建
築
・
電
気
・

設
備
担
当
者
総
勢
32
名
で
し
た
。

　
前
回
議
事
録
の
確
認
の
後
、
工
事
進

捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
通
り
進
行
し
て
お
り
順
調
と

の
報
告
で
し
た
。
そ
の
後
、
５
月
・
６

月
の
月
間
工
程
表
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
全
員
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
を

行
い
ま
し
た
。
最
後
に
そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
か
ら
協
議
連
絡
事
項
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　地
域
住
民
の
皆
様
か
ら
出

　
　さ
れ
た
ご
意
見
ご
要
望
に

　
　関
し
て

①
仮
囲
い
全
般
に
関
し
て

　
夜
間
は
と

て
も
暗
く
て

不
安
。
と
い

う
ご
意
見
に

対
し
て
、
仮

囲
い
上
部
に

ソ
ー
ラ
ー
発

電
で
人
感
セ

ン
サ
ー
付
き

の
照
明
器
具
を
取
り
付
け
ま
し
た
。
夜

間
、
車
や
人
が
通
る
と
感
知
し
て
点
灯

し
ま
す
。

②
病
院
西
側
道
路
周
辺
の
仮
囲
い
に
関

し
て

　
急
カ
ー

ブ
の
辺
り

の
見
通
し

が
悪
く
危

険
。
と
い

う
ご
意
見

に
対
し
て
、

該
当
部
分

の
仮
囲
い
を
透
明
な
物
に
交
換
し
ま
し

た
。
多
少
で
は
あ
り
ま
す
が
効
果
を
上

げ
て
い
ま
す
。

③
工
事
車
両
が
頻
繁
に
通
行
す
る
こ
と

に
つ
い
て

　
警
備

員
を
配

置
し
安

全
に
通

行
で
き

る
よ
う

配
慮
を
。

と
い
う

ご
意
見

に
対
し

て
、
必
要
と
思
わ
れ
る
個
所
に
警
備
員

を
配
置
し
て
交
通
安
全
に
努
め
て
い
ま

す
。

④
病
院
東
側
の
道
路
に
お
い
て　

通
行
止

め
で
あ
る

の
に
進
入

し
て
く
る

車
両
が
あ

る
。
と
い

う
ご
意
見

に
対
し
て
、
道
路
入
り
口
付
近
に
カ

ラ
ー
コ
ー
ン
を
お
い
て
進
入
車
両
に
注

意
を
促
し
て
い
ま
す
。

　
　
　第
３
回
総
合
定
例
会
議

　　
平
成
25
年
６
月
６
日
現
場
事
務
所
に

て
開
催
し
ま
し
た
。
厚
生
連
本
所
・
病

院
・
設
計
・
建
築
・
電
気
・
設
備
担
当

者
が
集
ま
り
、
各
担
当
よ
り
工
事
の
進

捗
状
況
お
よ
び
６
月
、
７
月
の
月
間
工

程
表
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

６
月
、
７
月
の
主
な
工
事
内
容
は
以
下

の
通
り
で
す
。

・
地
下
の
工
事
を
す
る
た
め
の
工
事
車

両
乗
入
れ
構
台
設
置
工
事
。

・
地
下
水
対
策
用
簡
易
井
戸
デ
ィ
ー
プ

ウ
ェ
ル
設
置
工
事
。

・
山
留
め
崩
落
防
止
用
ア
ー
ス
ア
ン

カ
ー
打
設
工
事
。

・
新
棟
と
接
続
す
る
南
棟
地
下
施
設
の

改
修
及
び
解
体
工
事
。

・
２
次
掘
削
工
事
。

・
新
棟
地
下
の
基
礎
部
分
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
設
工
事
。

　
近
隣
へ
の
対
策
と
し
て
、
散
水
車
に

よ
る
散
水
の
実
施
、

現
場
の
東
側
道
路
に

ダ
ン
プ
の
通
行
に
よ

る
ひ
び
割
れ
発
生
対

策
と
し
て
、
長
野
市

の
管
理
課
に
道
路
占

用
申
請
を
行

い
、
敷
き
鉄

板
に
よ
る
養

生
と
注
意
看

板
を
設
置
し

ま
し
た
。

　　　

　最
近
の
工
事
現
場
の
様
子

　　山
留
工
事
が
ほ
ぼ
終
わ
り
、
地
下
部

分
の
掘
削
用
の
バ
ッ
ク
ホ
ー
な
ど
の
工

事
車
両
が
多
数
入
り
掘
削
工
事
が
進
ん

で
い
ま
す
。
掘
削
工
事
は
、
現
在
は
数

メ
ー
ト
ル
程
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
最
大

10
メ
ー
ト
ル
程
度
は
掘
り
下
げ
て
い
き

ま
す
。

◆特集２　再構築へのあゆみ　⑤

再
構
築
へ
の
あ
ゆ
み

特集
２

５

　「病院だより」第 110 号より、篠ノ井総合病院再構築計画についてシリー
ズでお知らせしています。第５回目は今年２月の起工式にて新病院整備第
Ⅰ期工事が着工し、現場では基礎工事が進んでいますがその状況と今後の
スケジュールについて報告致します。

　

事務長

岡村和夫

◆病院再構築推進本部と施工業者

◆機械設備工事担当の
「新菱冷熱工業　株式会社」のみなさん

◆建築工事担当の
「戸田・守谷建設共同企業体」のみなさん

◆電気設備工事担当の
　「株式会社　関電工」のみなさん

◆設計監理担当の
　「株式会社　エーシーエ設計」のみなさん

◆挨拶する盛岡理事長と木村院長
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　ま
ず
、
こ
の
度
の
工
事
を

　
　担
当
し
て
い
る
業
者
の
み

　
　な
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　

　
　
　院
内
体
制
の
整
備

　
平
成
25
年
度
は
建
築
工
事
が
進
ん
で

行
き
ま
す
。
従
来
の
「
病
院
再
構
築
室
」

の
機
能
を
よ
り
強
化
さ
せ
る
た
め
、
名

称
を
「
病
院
再
構
築
推
進
本
部
」
と
し
、

統
括
を
木
村
院
長
、
本
部
長
に
外
間
副

院
長
、
副
本
部
長
に
池
野
外
科
部
長
・

松
尾
呼
吸
器
科
部
長
・
事
務
長
、
事
務

局
に
小
林
管
理
課
長
・
久
保
田
管
理
課

考
査
役
・
杉
浦
管
理
課
調
査
役
・
小
出

施
設
課
長
・
依
田
施
設
課
主
任
・
施
設

課
職
員
５
名
を
加
え
15
名
体
制
で
望
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　週
例
会
議
・

　
　
　
　
　総
合
定
例
会
議

　
工
事
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
現
場
事

務
所
で
は
毎
週
木
曜
日
に
「
週
例
会
議
」

と
い
っ
て
現
場
担
当
者
と
病
院
の
事
務

局
が
集
ま
り
一
週
間
の
工
事
内
容
の
確

認
や
問
題
点
を
話
し
合
い
、
日
々
の
工

事
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
打
ち
合
わ
せ

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
原
則
と
し
て

毎
月
第
一
木
曜
日
に
は
「
総
合
定
例
会

議
」
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
現
場
の
担

当
者
全
員
と
厚
生
連
本
所
の
担
当
者
と

病
院
の
再
構
築
推
進
本
部
が
集
ま
り
、

工
事
全
体
の
進
捗
状
況
お
よ
び
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

全
体
討
議
が
必
要
な
案
件
に
つ
い
て
の

話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
　
　第
１
回
総
合
定
例
会
議

　
平
成
25
年
３
月
26
日
に
現
場
事
務
所

に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
１
回
目
と
い

う
こ
と
で
、
厚
生
連
の
盛
岡
理
事
長
に

も
出
席
し
て
い
た
だ
き
総
勢
42
名
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
出
席
者
全
員
の

自
己
紹
介
の
後
、
発
注
者
と
し
て
盛
岡

理
事
長
か
ら
は
「
完
成
す
る
と
県
内
で

も
数
少
な
い
大
病
院
と
な
る
。
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
係
わ
る
全
て
の
関
係
者

は
誇
り
を
持
っ
て
業
務
に
取
り
組
ん
で

頂
き
た
い
」。
木
村
院
長
か
ら
は
「
規
模

も
大
き
く
工
事
期
間
も
長
い
の
で
、
工

程
通
り
に
施
工
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

工
事
監
理
者
と
し
て
エ
ー
シ
ー
エ
設
計

の
竹
鼻
副
社
長
挨
拶
。
そ
し
て
受
注
者

を
代
表
し
て
戸
田
・
守
谷
Ｊ
Ｖ
か
ら
戸

田
建
設
長
野
支
店
の
新
井
支
店
長
が
挨

拶
を
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
全
体
工
程
の
説
明
と
し
て
４

月
・
５
月
工
程
表
の
説
明
を
建
築
・
電

気
・
機
械
の
担
当
者
か
ら
受
け
ま
し
た
。

続
い
て
関
係
者
か
ら
の
協
議
・
連
絡
事

項
と
し
て
発
注
者
組
織
の
説
明
他
、
工

事
監
理
者
か
ら
工
事
監
理
組
織
の
説

明
、
工
程
会
議
の
日
程
に
つ
い
て
、
工

事
組
織
の
説
明
等
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
の
中
で
病
院
か
ら
は
「
今
回
の
工

事
は
敷
地
・
周
辺
道
路
等
が
狭
く
、
施

工
条
件
は
決
し
て
良
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
工
事
期
間
中
の
交
通
事
故
・
労
働

災
害
な
ど
無
い
よ
う
安
全
に
配
慮
し
、

工
事
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

工
事
工
程
に
遅
れ
が
出
な
い
よ
う
に
も
、

お
願
い
し
た
い
。何
よ
り
も
、設
計
監
理
・

設
計
監
修
・
施
工
・
医
療
コ
ン
サ
ル
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
協
力
し
合
い
、
素
晴

ら
し
い
病
院
施
設
を
作
り
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
　
　第
２
回
総
合
定
例
会
議

　　
平
成
25
年
４
月
25
日
現
場
事
務
所
に

て
開
催
し
ま
し
た
。
出
席
者
は
、
厚
生

連
本
所
・
病
院
・
設
計
・
建
築
・
電
気
・

設
備
担
当
者
総
勢
32
名
で
し
た
。

　
前
回
議
事
録
の
確
認
の
後
、
工
事
進

捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
通
り
進
行
し
て
お
り
順
調
と

の
報
告
で
し
た
。
そ
の
後
、
５
月
・
６

月
の
月
間
工
程
表
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
全
員
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
を

行
い
ま
し
た
。
最
後
に
そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
か
ら
協
議
連
絡
事
項
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　地
域
住
民
の
皆
様
か
ら
出

　
　さ
れ
た
ご
意
見
ご
要
望
に

　
　関
し
て

①
仮
囲
い
全
般
に
関
し
て

　
夜
間
は
と

て
も
暗
く
て

不
安
。
と
い

う
ご
意
見
に

対
し
て
、
仮

囲
い
上
部
に

ソ
ー
ラ
ー
発

電
で
人
感
セ

ン
サ
ー
付
き

の
照
明
器
具
を
取
り
付
け
ま
し
た
。
夜

間
、
車
や
人
が
通
る
と
感
知
し
て
点
灯

し
ま
す
。

②
病
院
西
側
道
路
周
辺
の
仮
囲
い
に
関

し
て

　
急
カ
ー

ブ
の
辺
り

の
見
通
し

が
悪
く
危

険
。
と
い

う
ご
意
見

に
対
し
て
、

該
当
部
分

の
仮
囲
い
を
透
明
な
物
に
交
換
し
ま
し

た
。
多
少
で
は
あ
り
ま
す
が
効
果
を
上

げ
て
い
ま
す
。

③
工
事
車
両
が
頻
繁
に
通
行
す
る
こ
と

に
つ
い
て

　
警
備

員
を
配

置
し
安

全
に
通

行
で
き

る
よ
う

配
慮
を
。

と
い
う

ご
意
見

に
対
し

て
、
必
要
と
思
わ
れ
る
個
所
に
警
備
員

を
配
置
し
て
交
通
安
全
に
努
め
て
い
ま

す
。

④
病
院
東
側
の
道
路
に
お
い
て　

通
行
止

め
で
あ
る

の
に
進
入

し
て
く
る

車
両
が
あ

る
。
と
い

う
ご
意
見

◆特集２　再構築へのあゆみ　⑤

に
対
し
て
、
道
路
入
り
口
付
近
に
カ

ラ
ー
コ
ー
ン
を
お
い
て
進
入
車
両
に
注

意
を
促
し
て
い
ま
す
。

　
　
　第
３
回
総
合
定
例
会
議

　　
平
成
25
年
６
月
６
日
現
場
事
務
所
に

て
開
催
し
ま
し
た
。
厚
生
連
本
所
・
病

院
・
設
計
・
建
築
・
電
気
・
設
備
担
当

者
が
集
ま
り
、
各
担
当
よ
り
工
事
の
進

捗
状
況
お
よ
び
６
月
、
７
月
の
月
間
工

程
表
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

６
月
、
７
月
の
主
な
工
事
内
容
は
以
下

の
通
り
で
す
。

・
地
下
の
工
事
を
す
る
た
め
の
工
事
車

両
乗
入
れ
構
台
設
置
工
事
。

・
地
下
水
対
策
用
簡
易
井
戸
デ
ィ
ー
プ

ウ
ェ
ル
設
置
工
事
。

・
山
留
め
崩
落
防
止
用
ア
ー
ス
ア
ン

カ
ー
打
設
工
事
。

・
新
棟
と
接
続
す
る
南
棟
地
下
施
設
の

改
修
及
び
解
体
工
事
。

・
２
次
掘
削
工
事
。

・
新
棟
地
下
の
基
礎
部
分
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
設
工
事
。

　
近
隣
へ
の
対
策
と
し
て
、
散
水
車
に

よ
る
散
水
の
実
施
、

現
場
の
東
側
道
路
に

ダ
ン
プ
の
通
行
に
よ

る
ひ
び
割
れ
発
生
対

策
と
し
て
、
長
野
市

の
管
理
課
に
道
路
占

用
申
請
を
行

い
、
敷
き
鉄

板
に
よ
る
養

生
と
注
意
看

板
を
設
置
し

ま
し
た
。

　　　

　最
近
の
工
事
現
場
の
様
子

　　山
留
工
事
が
ほ
ぼ
終
わ
り
、
地
下
部

分
の
掘
削
用
の
バ
ッ
ク
ホ
ー
な
ど
の
工

事
車
両
が
多
数
入
り
掘
削
工
事
が
進
ん

で
い
ま
す
。
掘
削
工
事
は
、
現
在
は
数

メ
ー
ト
ル
程
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
最
大

10
メ
ー
ト
ル
程
度
は
掘
り
下
げ
て
い
き

ま
す
。

　

乗り入れ講台設置工事↑

工事現場全景（6月 21日撮影）

アースアンカー
　打込み工事

地下水対策用
ディープウェル設
置工事　→

　
着
工
し
て
か
ら
４
か
月
経
過
し
ま
し
た
が
、
様
々
な
件
で
地
域
の
皆
様
に
は

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。
そ
の
都
度
対
策
を
講
じ
て
お
り
ま
す
が
、
工

事
そ
の
も
の
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
ま
だ
ま
だ
先
は
長
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

気
が
付
い
た
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
厚
生
連

本
所
・
病
院
・
設
計
・
建
築
・
電
気
・
設
備
担
当
者
が
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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　ま
ず
、
こ
の
度
の
工
事
を

　
　担
当
し
て
い
る
業
者
の
み

　
　な
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　

　
　
　院
内
体
制
の
整
備

　
平
成
25
年
度
は
建
築
工
事
が
進
ん
で

行
き
ま
す
。
従
来
の
「
病
院
再
構
築
室
」

の
機
能
を
よ
り
強
化
さ
せ
る
た
め
、
名

称
を
「
病
院
再
構
築
推
進
本
部
」
と
し
、

統
括
を
木
村
院
長
、
本
部
長
に
外
間
副

院
長
、
副
本
部
長
に
池
野
外
科
部
長
・

松
尾
呼
吸
器
科
部
長
・
事
務
長
、
事
務

局
に
小
林
管
理
課
長
・
久
保
田
管
理
課

考
査
役
・
杉
浦
管
理
課
調
査
役
・
小
出

施
設
課
長
・
依
田
施
設
課
主
任
・
施
設

課
職
員
５
名
を
加
え
15
名
体
制
で
望
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　週
例
会
議
・

　
　
　
　
　総
合
定
例
会
議

　
工
事
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
現
場
事

務
所
で
は
毎
週
木
曜
日
に
「
週
例
会
議
」

と
い
っ
て
現
場
担
当
者
と
病
院
の
事
務

局
が
集
ま
り
一
週
間
の
工
事
内
容
の
確

認
や
問
題
点
を
話
し
合
い
、
日
々
の
工

事
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
打
ち
合
わ
せ

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
原
則
と
し
て

毎
月
第
一
木
曜
日
に
は
「
総
合
定
例
会

議
」
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
現
場
の
担

当
者
全
員
と
厚
生
連
本
所
の
担
当
者
と

病
院
の
再
構
築
推
進
本
部
が
集
ま
り
、

工
事
全
体
の
進
捗
状
況
お
よ
び
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

全
体
討
議
が
必
要
な
案
件
に
つ
い
て
の

話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
　
　第
１
回
総
合
定
例
会
議

　
平
成
25
年
３
月
26
日
に
現
場
事
務
所

に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
１
回
目
と
い

う
こ
と
で
、
厚
生
連
の
盛
岡
理
事
長
に

も
出
席
し
て
い
た
だ
き
総
勢
42
名
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
出
席
者
全
員
の

自
己
紹
介
の
後
、
発
注
者
と
し
て
盛
岡

理
事
長
か
ら
は
「
完
成
す
る
と
県
内
で

も
数
少
な
い
大
病
院
と
な
る
。
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
係
わ
る
全
て
の
関
係
者

は
誇
り
を
持
っ
て
業
務
に
取
り
組
ん
で

頂
き
た
い
」。
木
村
院
長
か
ら
は
「
規
模

も
大
き
く
工
事
期
間
も
長
い
の
で
、
工

程
通
り
に
施
工
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

工
事
監
理
者
と
し
て
エ
ー
シ
ー
エ
設
計

の
竹
鼻
副
社
長
挨
拶
。
そ
し
て
受
注
者

を
代
表
し
て
戸
田
・
守
谷
Ｊ
Ｖ
か
ら
戸

田
建
設
長
野
支
店
の
新
井
支
店
長
が
挨

拶
を
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
全
体
工
程
の
説
明
と
し
て
４

月
・
５
月
工
程
表
の
説
明
を
建
築
・
電

気
・
機
械
の
担
当
者
か
ら
受
け
ま
し
た
。

続
い
て
関
係
者
か
ら
の
協
議
・
連
絡
事

項
と
し
て
発
注
者
組
織
の
説
明
他
、
工

事
監
理
者
か
ら
工
事
監
理
組
織
の
説

明
、
工
程
会
議
の
日
程
に
つ
い
て
、
工

事
組
織
の
説
明
等
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
の
中
で
病
院
か
ら
は
「
今
回
の
工

事
は
敷
地
・
周
辺
道
路
等
が
狭
く
、
施

工
条
件
は
決
し
て
良
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
工
事
期
間
中
の
交
通
事
故
・
労
働

災
害
な
ど
無
い
よ
う
安
全
に
配
慮
し
、

工
事
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

工
事
工
程
に
遅
れ
が
出
な
い
よ
う
に
も
、

お
願
い
し
た
い
。何
よ
り
も
、設
計
監
理
・

設
計
監
修
・
施
工
・
医
療
コ
ン
サ
ル
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
協
力
し
合
い
、
素
晴

ら
し
い
病
院
施
設
を
作
り
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
　
　第
２
回
総
合
定
例
会
議

　　
平
成
25
年
４
月
25
日
現
場
事
務
所
に

て
開
催
し
ま
し
た
。
出
席
者
は
、
厚
生

連
本
所
・
病
院
・
設
計
・
建
築
・
電
気
・

設
備
担
当
者
総
勢
32
名
で
し
た
。

　
前
回
議
事
録
の
確
認
の
後
、
工
事
進

捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
通
り
進
行
し
て
お
り
順
調
と

の
報
告
で
し
た
。
そ
の
後
、
５
月
・
６

月
の
月
間
工
程
表
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
全
員
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
を

行
い
ま
し
た
。
最
後
に
そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
か
ら
協
議
連
絡
事
項
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　地
域
住
民
の
皆
様
か
ら
出

　
　さ
れ
た
ご
意
見
ご
要
望
に

　
　関
し
て

①
仮
囲
い
全
般
に
関
し
て

　
夜
間
は
と

て
も
暗
く
て

不
安
。
と
い

う
ご
意
見
に

対
し
て
、
仮

囲
い
上
部
に

ソ
ー
ラ
ー
発

電
で
人
感
セ

ン
サ
ー
付
き

の
照
明
器
具
を
取
り
付
け
ま
し
た
。
夜

間
、
車
や
人
が
通
る
と
感
知
し
て
点
灯

し
ま
す
。

②
病
院
西
側
道
路
周
辺
の
仮
囲
い
に
関

し
て

　
急
カ
ー

ブ
の
辺
り

の
見
通
し

が
悪
く
危

険
。
と
い

う
ご
意
見

に
対
し
て
、

該
当
部
分

の
仮
囲
い
を
透
明
な
物
に
交
換
し
ま
し

た
。
多
少
で
は
あ
り
ま
す
が
効
果
を
上

げ
て
い
ま
す
。

③
工
事
車
両
が
頻
繁
に
通
行
す
る
こ
と

に
つ
い
て

　
警
備

員
を
配

置
し
安

全
に
通

行
で
き

る
よ
う

配
慮
を
。

と
い
う

ご
意
見

に
対
し

て
、
必
要
と
思
わ
れ
る
個
所
に
警
備
員

を
配
置
し
て
交
通
安
全
に
努
め
て
い
ま

す
。

④
病
院
東
側
の
道
路
に
お
い
て　

通
行
止

め
で
あ
る

の
に
進
入

し
て
く
る

車
両
が
あ

る
。
と
い

う
ご
意
見

◆特集２　再構築へのあゆみ　⑤

に
対
し
て
、
道
路
入
り
口
付
近
に
カ

ラ
ー
コ
ー
ン
を
お
い
て
進
入
車
両
に
注

意
を
促
し
て
い
ま
す
。

　
　
　第
３
回
総
合
定
例
会
議

　　
平
成
25
年
６
月
６
日
現
場
事
務
所
に

て
開
催
し
ま
し
た
。
厚
生
連
本
所
・
病

院
・
設
計
・
建
築
・
電
気
・
設
備
担
当

者
が
集
ま
り
、
各
担
当
よ
り
工
事
の
進

捗
状
況
お
よ
び
６
月
、
７
月
の
月
間
工

程
表
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

６
月
、
７
月
の
主
な
工
事
内
容
は
以
下

の
通
り
で
す
。

・
地
下
の
工
事
を
す
る
た
め
の
工
事
車

両
乗
入
れ
構
台
設
置
工
事
。

・
地
下
水
対
策
用
簡
易
井
戸
デ
ィ
ー
プ

ウ
ェ
ル
設
置
工
事
。

・
山
留
め
崩
落
防
止
用
ア
ー
ス
ア
ン

カ
ー
打
設
工
事
。

・
新
棟
と
接
続
す
る
南
棟
地
下
施
設
の

改
修
及
び
解
体
工
事
。

・
２
次
掘
削
工
事
。

・
新
棟
地
下
の
基
礎
部
分
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
設
工
事
。

　
近
隣
へ
の
対
策
と
し
て
、
散
水
車
に

よ
る
散
水
の
実
施
、

現
場
の
東
側
道
路
に

ダ
ン
プ
の
通
行
に
よ

る
ひ
び
割
れ
発
生
対

策
と
し
て
、
長
野
市

の
管
理
課
に
道
路
占

用
申
請
を
行

い
、
敷
き
鉄

板
に
よ
る
養

生
と
注
意
看

板
を
設
置
し

ま
し
た
。

　　　

　最
近
の
工
事
現
場
の
様
子

　　山
留
工
事
が
ほ
ぼ
終
わ
り
、
地
下
部

分
の
掘
削
用
の
バ
ッ
ク
ホ
ー
な
ど
の
工

事
車
両
が
多
数
入
り
掘
削
工
事
が
進
ん

で
い
ま
す
。
掘
削
工
事
は
、
現
在
は
数

メ
ー
ト
ル
程
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
最
大

10
メ
ー
ト
ル
程
度
は
掘
り
下
げ
て
い
き

ま
す
。

　

乗り入れ講台設置工事↑

工事現場全景（6月 21日撮影）

アースアンカー
　打込み工事

地下水対策用
ディープウェル設
置工事　→

　
着
工
し
て
か
ら
４
か
月
経
過
し
ま
し
た
が
、
様
々
な
件
で
地
域
の
皆
様
に
は

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。
そ
の
都
度
対
策
を
講
じ
て
お
り
ま
す
が
、
工

事
そ
の
も
の
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
ま
だ
ま
だ
先
は
長
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

気
が
付
い
た
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
厚
生
連

本
所
・
病
院
・
設
計
・
建
築
・
電
気
・
設
備
担
当
者
が
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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1
年
弱
の
育
休
を
い
た
だ
き
復
職
し
て
か
ら
2
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
以
前
と
全
く

同
じ
よ
う
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
何
と
か
仕
事
を
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
休
職
す
る
前
は
、
休
み
に
な
っ
た
ら
書
き
か
け
だ
っ
た
論
文
を
仕
上
げ
て
投
稿
し

よ
う
と
か
、
育
児
日
誌
は
英
語
で
書
こ
う
と
か
、
読
み
た
か
っ
た
本
も
た
く
さ
ん
読

も
う
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
さ
す
が
に
育
児
書
は
買
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
２
０
０
５
年
２
月
皇
太
子
殿
下
が
誕
生
日
の
記
者
会
見
に
て
朗
読

さ
れ
た
詩
が
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
ド
ロ
シ
ー
・
ロ
ー
・
ノ
ル
ト
著
『
子

ど
も
が
育
つ
魔
法
の
言
葉
』
と
い
う
本
を
買
い
、
い
つ
も
こ
ん
な
気
持
ち
で
育
て
た

い
な
と
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
頃
は
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
い
ざ
子
供
が
生
ま

れ
て
み
る
と
、
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
こ
と
は
全
く
で
き
ず
、
復
職
し
て
か
ら
は
１

日
１
日
を
過
ご
す
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で
、「
早
く
ご
飯
食
べ
て
」「
早
く
寝
て
」・
・
・

た
だ
た
だ
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
経
っ
て
い
く
毎
日
で
す
。

　
そ
ん
な
あ
る
日
、
今
か
ら
半
年
く
ら
い
前
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
、
悪
さ
を
し
て
主

人
に
怒
ら
れ
て
い
た
子
供
が
、突
然
主
人
に
向
か
っ
て
「
ま
っ
た
く
、も
う
」
と
言
っ

た
の
で
す
。
主
人
も
私
も
あ
っ
け
に
と
ら
れ
、
私
が
「
あ
ん
な
言
葉
、
ど
こ
で
覚
え

た
の
か
し
ら
？
」
と
言
う
と
、「
君
が
言
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
。」
と
。
自
分
で
は

全
く
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ど
う
も
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
怒
っ
た
り
す

る
と
き
の
私
の
口
癖
ら
し
く
、そ
れ
を
真
似
た
ら
し
い
の
で
す
。
よ
く「
子
は
親
の
鏡
」

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
と
反
省
し
ま
し
た
。

　「
子
は
親
の
鏡
」
伝
統
的
な
こ
と
わ
ざ
の
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
ド
ロ
シ
ー
・
ロ
ー
・

ノ
ル
ト
さ
ん
が
１
９
５
４
年
に
作
っ
た
詩
の
題
名
で
、
そ
れ
が
世
の
中
で
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
の
「
子
は
親
の
鏡
」
こ
そ

皇
太
子
殿
下
が
朗
読
さ
れ
た
詩
で
、
現
在
37
ヵ
国
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。
忙
し

か
っ
た
り
（
心
が
亡
く
な
り
そ
う
な
と
き
）、
慌
た
だ
し
く
て
（
心
が
荒
れ
て

い
る
と
き
）
本
来
の
自
分
を
見
失
い
か
け
て
い
る
と
き
に
読
む
と
穏
や
か
な
気
持
ち

に
な
れ
ま
す
。
日
本
語
訳
を
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
け
れ
ば
ど
う
ぞ
。

「
子
は
親
の
鏡
」

け
な
さ
れ
て
育
つ
と
　子
供
は
　人
を
け
な
す
よ
う
に
な
る

と
げ
と
げ
し
た
家
庭
で
育
つ
と
　子
供
は
　乱
暴
に
な
る

不
安
な
気
持
ち
で
育
て
る
と
　子
供
も
不
安
に
な
る

｢

か
わ
い
そ
う
な
子
だ｣

と
言
っ
て
育
て
る
と
　子
供
は
　み
じ
め
な
気
持
ち
に
な
る

子
供
を
馬
鹿
に
す
る
と
　引
っ
込
み
じ
あ
ん
な
子
に
な
る

親
が
他
人
を
羨
ん
で
ば
か
り
い
る
と
　子
供
も
人
を
羨
む
よ
う
に
な
る

叱
り
つ
け
て
ば
か
り
い
る
と
　子
供
は｢

自
分
は
悪
い
子
な
ん
だ｣

と
思
っ
て
し
ま
う

励
ま
し
て
あ
げ
れ
ば
　子
供
は
　自
信
を
持
つ
よ
う
に
な
る

広
い
心
で
接
す
れ
ば
　キ
レ
る
子
に
は
な
ら
な
い

褒
め
て
あ
げ
れ
ば
　子
供
は
　明
る
い
子
に
育
つ

愛
し
て
あ
げ
れ
ば
　子
供
は
　人
を
愛
す
る
こ
と
を
学
ぶ

認
め
て
あ
げ
れ
ば
　子
供
は
　自
分
が
好
き
に
な
る

見
つ
め
て
あ
げ
れ
ば
　子
供
は
　頑
張
り
屋
に
な
る

分
か
ち
合
う
こ
と
を
教
え
れ
ば
　子
供
は
　思
い
や
り
を
学
ぶ

親
が
正
直
で
あ
れ
ば
　子
供
は
　正
直
で
あ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ

子
供
に
公
平
で
あ
れ
ば
　子
供
は
　正
義
感
の
あ
る
子
に
育
つ

優
し
く
　思
い
や
り
を
持
っ
て
育
て
れ
ば
　子
供
は
　優
し
い
子
に
育
つ

守
っ
て
あ
げ
れ
ば
　子
供
は
　強
い
子
に
育
つ

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
家
庭
で
育
て
ば
　子
供
は
　こ
の
世
の
中
は
い
い
と
こ
ろ
だ
と

思
え
る
よ
う
に
な
る

子は親の鏡
呼吸器科　松尾　明美
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検査を受けることが出来ます。２つ目は、動脈
硬化検査を積極的に取り入れています。高血圧・
糖尿病・高脂血症などの治療は、脈波検査で心
臓から足までの血管の硬さをチェックし、頚動
脈エコーで血管の厚さなどを測定し、治療の良
し悪しの判定に役立てています。３つ目は、開
院時より電子カルテを導入しています。患者さ
んと一緒に大きな画面でカルテを見ながら治療
方針を決めていきます。
　日頃、入院や検査が必要にった患者さんは、
篠ノ井総合病院にも大変お世話になっています。
今後とも宜しくお願い致します。

　当院が在ります篠ノ井小松原はりんごの里とし
て有名な共和地区の北に位置し、背後に中尾山や
丘陵地帯を配する自然の豊かな土地です。春には
光林寺の垂れ桜が色を添えます。
　当院は平成13年 10月に「医療法人みすゞ会（理
事長　桑原十南雄）」の下、「星のさとクリニック
水野医院」として再スタートしました。以来、一
般内科を中心に地域に密着した医療を心がけて参
りましたが、最近の医療情勢や高齢化、過疎化な
ど地域社会の変化に応じ、今後はプライマリ・ケ
アや在宅ケアに尚一層、力を注いでゆきたいと存
じます。篠ノ井総合病院の先生方、スタッフの皆
様方にはこれからも御支援、御指導を賜りますよ
うよろしくお願いいたします。
注）プライマリ・ケア：医療の入口として受診のしや
すさをモットーに、患者さんの抱える問題に総合的に
対処すべく診療や相談にあたり、責任を持って専門医
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43
医療人のコラ

ム

　
1
年
弱
の
育
休
を
い
た
だ
き
復
職
し
て
か
ら
2
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
以
前
と
全
く

同
じ
よ
う
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
何
と
か
仕
事
を
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
休
職
す
る
前
は
、
休
み
に
な
っ
た
ら
書
き
か
け
だ
っ
た
論
文
を
仕
上
げ
て
投
稿
し

よ
う
と
か
、
育
児
日
誌
は
英
語
で
書
こ
う
と
か
、
読
み
た
か
っ
た
本
も
た
く
さ
ん
読

も
う
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
さ
す
が
に
育
児
書
は
買
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
２
０
０
５
年
２
月
皇
太
子
殿
下
が
誕
生
日
の
記
者
会
見
に
て
朗
読

さ
れ
た
詩
が
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
ド
ロ
シ
ー
・
ロ
ー
・
ノ
ル
ト
著
『
子

ど
も
が
育
つ
魔
法
の
言
葉
』
と
い
う
本
を
買
い
、
い
つ
も
こ
ん
な
気
持
ち
で
育
て
た

い
な
と
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
頃
は
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
い
ざ
子
供
が
生
ま

れ
て
み
る
と
、
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
こ
と
は
全
く
で
き
ず
、
復
職
し
て
か
ら
は
１

日
１
日
を
過
ご
す
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で
、「
早
く
ご
飯
食
べ
て
」「
早
く
寝
て
」・
・
・

た
だ
た
だ
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
経
っ
て
い
く
毎
日
で
す
。

　
そ
ん
な
あ
る
日
、
今
か
ら
半
年
く
ら
い
前
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
、
悪
さ
を
し
て
主

人
に
怒
ら
れ
て
い
た
子
供
が
、突
然
主
人
に
向
か
っ
て
「
ま
っ
た
く
、も
う
」
と
言
っ

た
の
で
す
。
主
人
も
私
も
あ
っ
け
に
と
ら
れ
、
私
が
「
あ
ん
な
言
葉
、
ど
こ
で
覚
え

た
の
か
し
ら
？
」
と
言
う
と
、「
君
が
言
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
。」
と
。
自
分
で
は

全
く
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ど
う
も
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
怒
っ
た
り
す

る
と
き
の
私
の
口
癖
ら
し
く
、そ
れ
を
真
似
た
ら
し
い
の
で
す
。
よ
く「
子
は
親
の
鏡
」

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
と
反
省
し
ま
し
た
。

　「
子
は
親
の
鏡
」
伝
統
的
な
こ
と
わ
ざ
の
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
ド
ロ
シ
ー
・
ロ
ー
・

ノ
ル
ト
さ
ん
が
１
９
５
４
年
に
作
っ
た
詩
の
題
名
で
、
そ
れ
が
世
の
中
で
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
の
「
子
は
親
の
鏡
」
こ
そ

皇
太
子
殿
下
が
朗
読
さ
れ
た
詩
で
、
現
在
37
ヵ
国
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。
忙
し

か
っ
た
り
（
心
が
亡
く
な
り
そ
う
な
と
き
）、
慌
た
だ
し
く
て
（
心
が
荒
れ
て

い
る
と
き
）
本
来
の
自
分
を
見
失
い
か
け
て
い
る
と
き
に
読
む
と
穏
や
か
な
気
持
ち

に
な
れ
ま
す
。
日
本
語
訳
を
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
け
れ
ば
ど
う
ぞ
。

「
子
は
親
の
鏡
」

け
な
さ
れ
て
育
つ
と
　子
供
は
　人
を
け
な
す
よ
う
に
な
る

と
げ
と
げ
し
た
家
庭
で
育
つ
と
　子
供
は
　乱
暴
に
な
る

不
安
な
気
持
ち
で
育
て
る
と
　子
供
も
不
安
に
な
る

｢

か
わ
い
そ
う
な
子
だ｣

と
言
っ
て
育
て
る
と
　子
供
は
　み
じ
め
な
気
持
ち
に
な
る

子
供
を
馬
鹿
に
す
る
と
　引
っ
込
み
じ
あ
ん
な
子
に
な
る

親
が
他
人
を
羨
ん
で
ば
か
り
い
る
と
　子
供
も
人
を
羨
む
よ
う
に
な
る

叱
り
つ
け
て
ば
か
り
い
る
と
　子
供
は｢

自
分
は
悪
い
子
な
ん
だ｣

と
思
っ
て
し
ま
う

励
ま
し
て
あ
げ
れ
ば
　子
供
は
　自
信
を
持
つ
よ
う
に
な
る

広
い
心
で
接
す
れ
ば
　キ
レ
る
子
に
は
な
ら
な
い

褒
め
て
あ
げ
れ
ば
　子
供
は
　明
る
い
子
に
育
つ

愛
し
て
あ
げ
れ
ば
　子
供
は
　人
を
愛
す
る
こ
と
を
学
ぶ

認
め
て
あ
げ
れ
ば
　子
供
は
　自
分
が
好
き
に
な
る

見
つ
め
て
あ
げ
れ
ば
　子
供
は
　頑
張
り
屋
に
な
る

分
か
ち
合
う
こ
と
を
教
え
れ
ば
　子
供
は
　思
い
や
り
を
学
ぶ

親
が
正
直
で
あ
れ
ば
　子
供
は
　正
直
で
あ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ

子
供
に
公
平
で
あ
れ
ば
　子
供
は
　正
義
感
の
あ
る
子
に
育
つ

優
し
く
　思
い
や
り
を
持
っ
て
育
て
れ
ば
　子
供
は
　優
し
い
子
に
育
つ

守
っ
て
あ
げ
れ
ば
　子
供
は
　強
い
子
に
育
つ

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
家
庭
で
育
て
ば
　子
供
は
　こ
の
世
の
中
は
い
い
と
こ
ろ
だ
と

思
え
る
よ
う
に
な
る

子は親の鏡
呼吸器科　松尾　明美
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今
回
は
院
内
の
医
療
機
器
を
一
手

に
管
理
し
て
い
る
Ｍ
Ｅ
機
器
管
理

室
を
紹
介
し
ま
す
。

　
篠
ノ
井
総
合
病
院
に
は
現
在
３
２
８

０
台
の
医
療
機
器
が
あ
り
ま
す
。

全
て
の
医
療
機
器
は
臨
床
工
学
科
の
Ｍ

Ｅ
機
器
管
理
室
に
あ
る
「
Ｍ
Ｅ
機
器
管

理
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

に
台
帳
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。Ｍ
Ｅ
機

器
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、
従
来
の
紙
で
作

成
さ
れ
た
機
器
台
帳
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
膨
大
な
数
の
紙

フ
ァ
イ
ル
を
廃
止
す
る
こ
と
が
で
き
台

帳
の
保
管
場
所
の
節
減
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
特
定
の
機
器
を
探
す
と
き
も
、

昔
は
１
枚
１
枚
の
紙
を
め
く
っ
て
探
し

て
い
ま
し
た
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
は

一
瞬
で
検
索
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る

な
ど
、
便
利
な
機
能
が
充
実
し
て
い
ま

す
。

Ｍ
Ｅ
っ
て
な
に
？

　
20
世
紀
に
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
が
医

療
に
応
用
さ
れ
、
医
用
電
子
（M

E

：

M
edical Electronics

）
と
い
う
言
葉

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
医
学
と

電
子
工
学
、
機
械
工
学
、
材
料
工
学
な

ど
と
の
融
合
が
な
さ
れ
、
現
在
の
医
用

工
学
（M

E

：M
edical Engineering

）

に
発
展
し
ま
し
た
。
一
方
、
病
院
に
お

い
て
は
Ｍ
Ｅ
と
い
う
用
語
は
臨
床
工
学

（CE

：Clinical Engineering

）
と
同

様
の
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

Ｍ
Ｅ
室
は
医
療
機
器
を
中
心
と
し
た
操

作
・
保
守
管
理
を
行
う
部
門
と
意
味
づ

け
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｍ
Ｅ
機
器
管
理
室
の
役
割

①
医
療
機
器
の
更
新
・
廃
棄
計
画
と
日

　
常
点
検
な
ど
の
保
守
点
検
。

②
医
療
機
器
中
央
管
理
と
機
器
貸
出
し

③
生
命
維
持
管
理
装
置
の
操
作
・
管
理
。

④
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
医
療
機
器

　
の
安
全
使
用
に
関
す
る
院
内
教
育
実

　
施
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

保
守
点
検
と
は

　　
Ｍ
Ｅ
機
器
管
理
室
で
は
主
に
院
内
の

医
療
機
器
の
保
守
点
検
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
生
命
維
持
管
理
装
置

は
特
に
重
要
で
平
成
19
年
の
第
５
次
改

正
医
療
法
に
よ
り
点
検
が
義
務
付
け
ら

れ
た
た
め
、
年
間
最
低
１
回
以
上
の
機

能
点
検
、
精
度
点
検
、
電
気
試
験
を
行

い
、
安
全
な
医
療
機
器
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 （
図
→
）

中
央
管
理
と
は

　
医
療
機
器
を
効
果
的
に
利
用
す
る
た

め
に
は
部
門
ご
と
に
異
な
っ
た
機
種
を

保
有
す
る
の
で
は
な
く
、
種
類
を
統
一

し
た
ほ
う
が
効
率
的
で
あ
る
。
例
え
ば
、

入
院
病
棟
が
変
更
に
な
る
患
者
さ
ん
の

場
合
、
異
な
る
機
種
を
使
用
し
て
い
る

病
棟
へ
行
く
場
合
は
、
機
械
を
交
換
し

て
か
ら
移
動
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で

す
が
、
同
じ
機
種
で
し
た
ら
そ
の
ま
ま

移
動
も
で
き
ま
す
し
、
使
用
方
法
も
同

じ
で
す
の
で
戸
惑
う
こ
と
な
く
使
用
が

で
き
ま
す
。
使
用
し
た
医
療
機
器
は
１

回
使
用
す
る
と
Ｍ
Ｅ
室
に
返
却
さ
れ
、

臨
床
工
学
技
士
が
点
検
を
行
い
再
度
病

棟
に
貸
し
出
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
医
療

機
器
の
中
央
管
理
と
言
い
ま
す
。
　
　

当
院
で
は
、Ｍ
Ｅ
機
器
管
理
室
を
中
心

に
機
器
の
中
央
管
理
化
を
進
め
て
い
る

た
め
、
同
一
機
種
の
医
療
機
器
の
使
用

を
推
進
し
、
ど
の
病
棟
で
も
点
検
・
清

掃
さ
れ
た
機
器
を
安
心
し
て
使
用
し
て

頂
け
ま
す
。

中
央
管
理
機
器
の
紹
介

　
院
内
で
使
用
し
て
い
る
主
な
医
療
機

器
を
紹
介
し
ま
す
。

○
輸
液
ポ
ン
プ

　
生
命
維
持
に
重
要
な
点
滴
を
血
管
内

に
正
確
に
注
入
す
る
装
置
で
す
。
体
に

空
気
が
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
気
泡
警

報
器
や
針
の
先
端
が
詰
ま
っ
て
流
入
さ

れ
な
い
時
に
作
動
す
る
閉
塞
警
報
器
な

ど
人
為
ミ
ス
が
起
き
な
い
よ
う
な
安
全

機
構
に
よ
り
安
心
し
て
使
用
で
き
ま

す
。

　○
深
部
静
脈
血
栓
症
予
防
装
置

　
エ
コ
ノ
ミ
ー
症
候
群
の
よ
う
に
足
の

静
脈
に
起
こ
る
血
栓

予
防
に
使
用
す
る
器

械
で
す
。
手
術
後
な

ど
長
期
ベ
ッ
ド
上
安

静
が
続
く
と
足
の
静

脈
に
血
栓
が
で
き
や

す
く
な
り
ま
す
。
そ

の
血
栓
が
血
液
の
流

れ
に
よ
っ
て
肺
に
到

達
し
て
し
ま
う
と
肺
血
栓
塞
栓
症
を
引

き
起
こ
し
、
突
然
死
の
原
因
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
装
置

を
足
に
巻
い
て
間
歇
的
に
圧
迫
す
る
こ

と
に
よ
り
血
液
の
流
れ
を
機
械
的
に

作
っ
て
あ
げ
る
こ
と
で
予
防
に
な
り
ま

す
。

　
　

○
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー

　
血
液
の
中

に
酸
素
が
ど

の
く
ら
い
含

ま
れ
て
い
る

か
を
簡
易
的

に
見
る
装
置

で
す
。
動
脈

血
を
採
血
し

て
血
液
中
に

溶
解
し
て
い

る
酸
素
を
検

査
す
る
方
法

は
針
を
刺
し
て
採
血
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
す
が
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー

を
使
用
す
れ
ば
、指
に
測
定
器
（
プ
ロ
ー

ブ
）
を
つ
け
る
だ
け
で
痛
み
を
伴
う
こ

と
な
く
計
測
が
で
き
ま
す
。
昔
は
１
台

１
０
０
万
円
も
す
る
機
械
で
し
た
の
で

臨
床
工
学
科
か
ら
の

知知

豆豆

っ
て
お
き
た
い

知
識⑥

人
工
呼
吸
器
の
装
着
時
や
酸
素
療
法
の

効
果
の
判
定
に
し
か
使
用
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
で
は
安
価
で
サ
イ
ズ
も

小
さ
く
な
っ
た
た
め
、
看
護
師
さ
ん
１

人
１
人
が
持
っ
て
病
室
で
測
定
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

○
自
動
血
圧
計

　
血
圧
計

と
い
う
と

水
銀
式
の

昔
な
が
ら

の
も
の
を

思
い
出
さ

れ
る
方
も

い
る
と
思

い
ま
す
が
、

当
院
で
は

全
て
電
子
血
圧
計
を
使
用
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
も
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー

と
同
様
に
看
護
師
さ
ん
が
持
ち
運
ん
で

計
測
で
き
る
よ
う
に
小
さ
い
ポ
ー
タ
ブ

ル
型
の
も
の
を
主
に
使
用
し
て
い
ま

す
。

○
空
気
清
浄
器

　
白
血
球
が
低
下
し
て
感
染
を
引
き
起

こ
す
可
能
性
の
高
い
方
や
手
術
後
の
感

染
し
や
す
い
状
態
の
方
な
ど
は
一
般
病

室
で
も
感
染
の
危
険
性
が
高
く
な
る
た

め
、
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
な
ど
の
清
浄
化

さ
れ
た
部
屋
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
当

院
で
は
、
ど
の
個
室
で
も
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
を
作
れ
る
よ
う
に
高
精
度
の
空

気
清
浄
機
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
９
９
．

７
％
の
除
去
性
能
を
持
つ
Ｈ
Ｅ
Ｐ
Ａ

フ
ィ
ル
タ
ー
で
空
気
中
に
浮
遊
し
て
い

る
細
菌
や
ウ
ィ
ル
ス
を
捕
捉
し
ま
す
。

捕
捉
し
た
細
菌
や
ウ
ィ
ル
ス
は
フ
ィ
ル

タ
ー
の
表
面
に
塗
っ
て
あ
る
セ
ラ
ミ
ッ

ク
で
除
菌
さ
れ
、
臭
い
を
取
る
た
め
の

プ
ラ
チ
ナ
触
媒
と
活
性
炭
フ
ィ
ル
タ
ー

を
通
っ
て
室
内
に
排
出
さ
れ
ま
す
。

　
医
療
は
日
進
月
歩
で
進
化
を
続
け
て

い
ま
す
が
、
そ
の
進
化
し
た
医
療
に
お

い
て
医
療
機
器
は
不
可
欠
で
あ
り
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
さ
れ
た
医
療
機
器
は

医
師
の
手
足
と
し
て
患
者
さ
ん
を
救
う

医
療
チ
ー
ム
の
一
員
と
な
っ
て
い
ま

す
。
当
院
で
は
毎
年
１
０
０
台
以
上
の

新
機
器
が
購
入
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
ナ

ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
用
い
た
繊
細
な
機

器
や
高
度
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
内
蔵

し
た
機
器
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
最
先
端

の
科
学
技
術
が
結
集
さ
れ
た
機
器
に
対

応
す
る
医
療
職
種
が
臨
床
工
学
技
士
で

あ
り
、
私
た
ち
は
医
療
機
器
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
、
技
術
革
新
に
対

応
す
べ
く
更
に
研
鑚
に
励
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

知っておきたい豆知識

臨
床
工
学
科
主
任
　
高
橋
延
之
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今
回
は
院
内
の
医
療
機
器
を
一
手

に
管
理
し
て
い
る
Ｍ
Ｅ
機
器
管
理

室
を
紹
介
し
ま
す
。

　
篠
ノ
井
総
合
病
院
に
は
現
在
３
２
８

０
台
の
医
療
機
器
が
あ
り
ま
す
。

全
て
の
医
療
機
器
は
臨
床
工
学
科
の
Ｍ

Ｅ
機
器
管
理
室
に
あ
る
「
Ｍ
Ｅ
機
器
管

理
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

に
台
帳
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。Ｍ
Ｅ
機

器
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、
従
来
の
紙
で
作

成
さ
れ
た
機
器
台
帳
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
膨
大
な
数
の
紙

フ
ァ
イ
ル
を
廃
止
す
る
こ
と
が
で
き
台

帳
の
保
管
場
所
の
節
減
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
特
定
の
機
器
を
探
す
と
き
も
、

昔
は
１
枚
１
枚
の
紙
を
め
く
っ
て
探
し

て
い
ま
し
た
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
は

一
瞬
で
検
索
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る

な
ど
、
便
利
な
機
能
が
充
実
し
て
い
ま

す
。

Ｍ
Ｅ
っ
て
な
に
？

　
20
世
紀
に
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
が
医

療
に
応
用
さ
れ
、
医
用
電
子
（M

E

：

M
edical Electronics

）
と
い
う
言
葉

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
医
学
と

電
子
工
学
、
機
械
工
学
、
材
料
工
学
な

ど
と
の
融
合
が
な
さ
れ
、
現
在
の
医
用

工
学
（M

E

：M
edical Engineering

）

に
発
展
し
ま
し
た
。
一
方
、
病
院
に
お

い
て
は
Ｍ
Ｅ
と
い
う
用
語
は
臨
床
工
学

（CE

：Clinical Engineering

）
と
同

様
の
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

Ｍ
Ｅ
室
は
医
療
機
器
を
中
心
と
し
た
操

作
・
保
守
管
理
を
行
う
部
門
と
意
味
づ

け
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｍ
Ｅ
機
器
管
理
室
の
役
割

①
医
療
機
器
の
更
新
・
廃
棄
計
画
と
日

　
常
点
検
な
ど
の
保
守
点
検
。

②
医
療
機
器
中
央
管
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と
機
器
貸
出
し

③
生
命
維
持
管
理
装
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の
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。

④
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療
ス
タ
ッ
フ
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療
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検
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Ｍ
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検
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ま
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５
次
改

正
医
療
法
に
よ
り
点
検
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た
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検
、
精
度
点
検
、
電
気
試
験
を
行

い
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機
器
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で
き
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よ
う
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ま
す
。 （
図
→
）

中
央
管
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療
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。
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械
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。
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療
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検
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。
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。
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介

　
院
内
で
使
用
し
て
い
る
主
な
医
療
機

器
を
紹
介
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滴
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す
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器
や
針
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先
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が
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ま
っ
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流
入
さ

れ
な
い
時
に
作
動
す
る
閉
塞
警
報
器
な

ど
人
為
ミ
ス
が
起
き
な
い
よ
う
な
安
全

機
構
に
よ
り
安
心
し
て
使
用
で
き
ま

す
。

　○
深
部
静
脈
血
栓
症
予
防
装
置

　
エ
コ
ノ
ミ
ー
症
候
群
の
よ
う
に
足
の

静
脈
に
起
こ
る
血
栓

予
防
に
使
用
す
る
器

械
で
す
。
手
術
後
な

ど
長
期
ベ
ッ
ド
上
安

静
が
続
く
と
足
の
静

脈
に
血
栓
が
で
き
や

す
く
な
り
ま
す
。
そ

の
血
栓
が
血
液
の
流

れ
に
よ
っ
て
肺
に
到

達
し
て
し
ま
う
と
肺
血
栓
塞
栓
症
を
引

き
起
こ
し
、
突
然
死
の
原
因
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
装
置

を
足
に
巻
い
て
間
歇
的
に
圧
迫
す
る
こ

と
に
よ
り
血
液
の
流
れ
を
機
械
的
に

作
っ
て
あ
げ
る
こ
と
で
予
防
に
な
り
ま

す
。

　
　

○
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー

　
血
液
の
中

に
酸
素
が
ど

の
く
ら
い
含

ま
れ
て
い
る

か
を
簡
易
的

に
見
る
装
置

で
す
。
動
脈

血
を
採
血
し

て
血
液
中
に

溶
解
し
て
い

る
酸
素
を
検

査
す
る
方
法

は
針
を
刺
し
て
採
血
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
す
が
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー

を
使
用
す
れ
ば
、指
に
測
定
器
（
プ
ロ
ー

ブ
）
を
つ
け
る
だ
け
で
痛
み
を
伴
う
こ

と
な
く
計
測
が
で
き
ま
す
。
昔
は
１
台

１
０
０
万
円
も
す
る
機
械
で
し
た
の
で

臨
床
工
学
科
か
ら
の

知知

豆豆

っ
て
お
き
た
い

知
識⑥

人
工
呼
吸
器
の
装
着
時
や
酸
素
療
法
の

効
果
の
判
定
に
し
か
使
用
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
で
は
安
価
で
サ
イ
ズ
も

小
さ
く
な
っ
た
た
め
、
看
護
師
さ
ん
１

人
１
人
が
持
っ
て
病
室
で
測
定
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

○
自
動
血
圧
計

　
血
圧
計

と
い
う
と

水
銀
式
の

昔
な
が
ら

の
も
の
を

思
い
出
さ

れ
る
方
も

い
る
と
思

い
ま
す
が
、

当
院
で
は

全
て
電
子
血
圧
計
を
使
用
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
も
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー

と
同
様
に
看
護
師
さ
ん
が
持
ち
運
ん
で

計
測
で
き
る
よ
う
に
小
さ
い
ポ
ー
タ
ブ

ル
型
の
も
の
を
主
に
使
用
し
て
い
ま

す
。

○
空
気
清
浄
器

　
白
血
球
が
低
下
し
て
感
染
を
引
き
起

こ
す
可
能
性
の
高
い
方
や
手
術
後
の
感

染
し
や
す
い
状
態
の
方
な
ど
は
一
般
病

室
で
も
感
染
の
危
険
性
が
高
く
な
る
た

め
、
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
な
ど
の
清
浄
化

さ
れ
た
部
屋
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
当

院
で
は
、
ど
の
個
室
で
も
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
を
作
れ
る
よ
う
に
高
精
度
の
空

気
清
浄
機
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
９
９
．

７
％
の
除
去
性
能
を
持
つ
Ｈ
Ｅ
Ｐ
Ａ

フ
ィ
ル
タ
ー
で
空
気
中
に
浮
遊
し
て
い

る
細
菌
や
ウ
ィ
ル
ス
を
捕
捉
し
ま
す
。

捕
捉
し
た
細
菌
や
ウ
ィ
ル
ス
は
フ
ィ
ル

タ
ー
の
表
面
に
塗
っ
て
あ
る
セ
ラ
ミ
ッ

ク
で
除
菌
さ
れ
、
臭
い
を
取
る
た
め
の

プ
ラ
チ
ナ
触
媒
と
活
性
炭
フ
ィ
ル
タ
ー

を
通
っ
て
室
内
に
排
出
さ
れ
ま
す
。

　
医
療
は
日
進
月
歩
で
進
化
を
続
け
て

い
ま
す
が
、
そ
の
進
化
し
た
医
療
に
お

い
て
医
療
機
器
は
不
可
欠
で
あ
り
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
さ
れ
た
医
療
機
器
は

医
師
の
手
足
と
し
て
患
者
さ
ん
を
救
う

医
療
チ
ー
ム
の
一
員
と
な
っ
て
い
ま

す
。
当
院
で
は
毎
年
１
０
０
台
以
上
の

新
機
器
が
購
入
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
ナ

ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
用
い
た
繊
細
な
機

器
や
高
度
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
内
蔵

し
た
機
器
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
最
先
端

の
科
学
技
術
が
結
集
さ
れ
た
機
器
に
対

応
す
る
医
療
職
種
が
臨
床
工
学
技
士
で

あ
り
、
私
た
ち
は
医
療
機
器
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
、
技
術
革
新
に
対

応
す
べ
く
更
に
研
鑚
に
励
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
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臨
床
工
学
科
主
任
　
高
橋
延
之
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治療食
シリーズ

　骨粗鬆症とは、骨の量（骨量）

が減り、骨がもろくなって骨折しやす

くなる病気であり閉経後の女性や高齢者

に多くみられます。骨粗鬆症の予防には

カルシウムを十分にとり、適度な運動を行い、

丈夫で太い骨を作る事が大切です。

今回は骨粗鬆症を予防するための食事をご紹介します。

〈骨粗鬆症予防のポイント〉
　1．主食・主菜・副菜をそろえ、バランスの良い食事を心がける。
　2．カルシウムを十分にとる。

粗鬆症の予防骨

カルシウムを多く含む食品 カルシウム含有量 (mg)
　牛乳　コップ 1 杯（200ｇ） 　　　220

　スキムミルク（20ｇ） 　　　　　　 220

　木綿豆腐 1/2 丁（150ｇ） 　　　　　　 180

　厚揚げ 1/2 枚（140ｇ） 　　　　　　 336

　ししゃも 3 尾（60ｇ） 　　　　　　198

　小松菜 100ｇ 　　　　　　　　　 170

　水菜 75ｇ 　　　　　　　　　　　　  158

　ひじき 大さじ 1 杯（5ｇ） 　　　　　　 70

　切り干し大根 10ｇ 　　　　　　　　　  54

3．カルシウムの吸収を助ける食品も合わせてとる。
　〈カルシウムの吸収をたすける食品〉

　①ビタミンＤ：鮭、カレイ、うなぎ、サンマ、干し椎茸、シラス干し、きくらげなど
　②ビタミンＫ：納豆、モロヘイヤ、あしたば、小松菜、ほうれん草、干しひじきなど
　　（脂溶性ビタミンのため、炒め物など油と一緒にとることで吸収率がアップします）
　③ビタミンＣ：ブロッコリー、菜の花、赤ピーマンなどの野菜類や果物
　④動物性たんぱく質：魚介類、肉類、卵など

4．アルコールの過剰摂取、喫煙は控えましょう。
5．カルシウムの排泄が促進されるため、減塩を心がけましょう。
6．適度な運動をとりいれましょう。

Ca Ca
Ca

メインのおか
ず

サブのおかず

それでは、夕食に適したヘルシーレシピの御紹介を致します。

小松菜のオープンオムレツ

スキムミルク入り焼きつくね

●材料（2 人分）
小松菜・・・・・80ｇ
玉ねぎ・・・・・1/4 個（50ｇ）
しめじ・・・・・20ｇ
卵・・・・・・・2個
　　溶けるチーズ・・30ｇ
　　塩・こしょう・・少々
オリーブ油・・・小さじ 2（8ｇ）

●材料（2 人分）
鶏挽肉（皮なし）・・・150ｇ
スキムミルク・・・・・40ｇ
ねぎ・・・・・・・・・10cm
さやいんげん・・・・・30ｇ
A（塩・・1/6　　醤油小さじ 1/4　　
　　酒・・大さじ 1）

●作り方
①玉ねぎは薄切りにし、しめじは小房に分ける。
②小松菜は 2cmほどの長さに切る。
③ボウルに卵を割り入れて溶きほぐし、Aを加
　え混ぜる。
④フライパンにオリーブ油を熱し、①、②を炒め
　しんなりしたら③を流し入れゆっくりとかき
　混ぜる。少し固まってきたらふたをして火を
　通す。

●作り方
①ねぎはみじん切り、さやいんげんは小口切り
　にする。
②鶏挽肉にスキムミルク、A、①を加えてよく混
　ぜる。
③6等分にして形を整え、オーブントースターで
　10 分程度こんがりと焼いて火を通す

　　　　　　　　　　　　　●栄養価（1 人分）
熱量：171kcal   たんぱく質：10.7ｇ　塩：0.7ｇ　カルシウム：194mg

●栄養価（1 人分） 
　熱量：166kcal  　たんぱく質：21.3ｇ　
　塩：1.0ｇ　カルシウム：233mg

A

15
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病
院
に
対
す
る
あ
な
た
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ
い

み
な
さ
ま
か
ら
の

ご
意
見

　私
た
ち
は
、
昭
和
42
年
の
病
院
開
設
以
来
、
地
域
の
皆
様
の
命
と
健
康
を
守
る
べ
く
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
包
括
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　患
者
様
を
は
じ
め
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
、
さ
ら
に
よ
り
良
い
医
療
の
あ
り
方
を
考
え
実

践
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

Ａ
Ｔ
Ｍ
が
一
つ
で
不
便

Ａ
Ｔ
Ｍ
が
１
つ
し
か
な
い
の
は
不
便

で
す
。
既
存
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
だ
と
Ｊ
Ａ
以

外
の
他
銀
行
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

が
使
え
ま
せ
ん
。
入
院
中
に
取
引
が
行
え
な

い
の
で
改
善
し
て
頂
き
た
い
で
す
。
そ
れ
と

も
新
し
い
病
院
に
な
っ
た
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
増
設
さ

れ
る
と
か
？
期
待
し
て
い
ま
す
。

  

丁
寧
な
説
明
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し

た

　
病
気
や
手
術
の
説
明
を
詳
し
く
丁
寧
に
し
て

い
た
だ
き
、
と
て
も
親
切
で
あ
り
が
た
か
っ
た

で
す
。
手
術
に

対
す
る
不
安
も

消
え
お
ま
か
せ

す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

手
術
中
の
控
え
室
が

欲
し
い

　
救
術
中
の
付
添
人
の
居
る
所
を
も
う
少
し

考
え
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
き

れ
ば
畳
の
所

が
ほ
し
い
で

す
。
新
し
い

病
院
が
で
き

る
の
で
お
願

い
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
設

置
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
す
が
、
手
数
料

は
か
か
り
ま
す
が
様
々
な
金
融
機
関
に
対

応
し
て
お
り
ま
す
。
１
ヵ
所
し
か
な
い
た

め
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
ご
理
解
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
病
気
や
手
術
の
話
は
患
者
さ
ん

や
、
そ
の
ご
家
族
に
と
っ
て
不
安
な

話
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
病
院
職
員
は
専
門
的

な
言
葉
を
控
え
、
わ
か
り
や
す
い
表
現
を
す
る
よ
う

に
心
が
け
て
お
り
ま
す
が
、
説
明
を
聞
い
て
い
て
わ

か
り
に
く
い
際
に
は
遠
慮
な
く
質
問
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　現
在
、
患
者
さ
ん
が
手
術
中
の
際
は
、

基
本
的
に
ご
家
族
に
は
入
院
さ
れ
て
い

る
病
棟
の
食
堂
等
で
お
待
ち
頂
い
て
お

り
ま
す
。
再
構
築
後
は
様
々
な
ご
要
望
も
頂
い
て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
ご
要
望
に
少
し
で
も
応
え

ら
れ
る
よ
う
に
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
ご
意
見
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご意見回 答

ご意見回 答

回 答 ご意見

topics　トピックス・・・

第 16 回病院祭「あいまつり」開催
　第 16 回　篠ノ井総合病院　病院祭「あいまつり」を
4 月 14 日（日）に開催いたしました。今年は病院再構
築工事も始まり、病院祭のテーマも「再構築元年　―
地域が必要とする基幹病院を目指して―」となりまし
た。
　当日は天候にも恵まれ温暖な日和で、地域の皆様は
じめ多くの方にご参加いただき、入場者数も 2106 人と
盛大に病院祭を開催できたことを御礼申し上げます。
開会は院長の挨拶、病院祭実行委員長の外間副院長の
開会宣言に引き続き、大きなくすだまを割りスタート
しました。今回の特別講演は、テレビ番組「サザエさん」
でおなじみのマスオさん役の声優、増岡弘さんをお招
きして「サザエさん一家は幸福みつけの達人そろい」
と言うテーマでお話を聴きました。サザエさんのお話
から、人生をいかに楽しく充実して過ごせるかなど、
楽しくもためになるお話で会場の参加者からも笑顔が
こぼれ、あっという間の 90 分でした。ステージ講演で
は、当院管理栄養士による「実践時間栄養ダイエット」
のお話、当院内分泌代謝科片倉医師による「糖尿病と
はどんな病気か」と、最近何かと話題の糖尿病につい
て分かりやすくお話を聴きました。そして講演の合間
には軽音楽部の演奏、昭和小学校のマーチングバンド
の演奏、毎年おなじみの「和太鼓ちんどん」の演奏、
近隣高校の OB の「ちくたくミュージック」の演奏、そ
して毎年最後は県内の厚生連病院のコーラス部員で構
成する「厚生連のうたごえ」の演奏でした。 　各科外来
回りでも、パネル展示による「医療展」が終日開催され、
たくさんのパネルを見て歩く参加者も大勢いました。
各種の相談コーナー、計測コーナー、体験コーナー、
救急蘇生体験コーナー、更級歯科医師会の先生方によ
る相談コーナー、各コーナーも一日中参加者でにぎわっ
ていました。 　病院駐車場では、おいしい広場、恒例の
バザー、ふわふわなどの小さいお子さんの遊び場、救
急車や介護車両の展示、そして献血車が来院して献血
も行われました。地域の農協の販売店や地元商店会の
売店、更級農業高校生徒さんのお花の販売なども行わ
れました。
　また、再構築元年と言うことで「再構築コーナー」
が特設され、完成模型からイメージ図、更に過去の病
院の歴史を物語る航空写真の展示なども行われました。
工事現場の見学と言うことで、南棟 4 階から工事現場
を見ていただく企画も開催されました。
　おかげさまで、毎年 4 月は篠ノ井総合病院祭が地域
のお祭りとして根付いてきたと感じられます。職員一
同大変嬉しく思っています。皆様からの病院祭に寄せ
るアンケートを参考にしつつ、また来年の病院祭開催
に向けて努力して参ります。皆様のご参加ありがとう
ございました。

◆みなさまからのご意見ご要望に関しまして、院内 13 ヵ所に設置してあ
る「ご意見箱」に入れていただいたものから回答させていただいており
ます。ご意見のご回答は、本誌等の広報誌に掲載させていただくと共に
院内掲示版にも掲示させていただいております。また、ご意見箱の開封
は原則週 1 回の頻度で担当者が行っています。

手術中

ちくたくミュージッククラブさん

特別講演　増岡　弘　さん

救急蘇生体験

計測コーナー

和太鼓ちんどん　さん

相談コーナー

片倉医師の講演

オープニング
セレモニー

パネル展示

ふわふわ、救急車両展示

昭和小学校マーチングバンド

厚生連のうたごえ

大盛況の模擬店
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が
ご
理
解
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
病
気
や
手
術
の
話
は
患
者
さ
ん

や
、
そ
の
ご
家
族
に
と
っ
て
不
安
な

話
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
病
院
職
員
は
専
門
的

な
言
葉
を
控
え
、
わ
か
り
や
す
い
表
現
を
す
る
よ
う

に
心
が
け
て
お
り
ま
す
が
、
説
明
を
聞
い
て
い
て
わ

か
り
に
く
い
際
に
は
遠
慮
な
く
質
問
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　現
在
、
患
者
さ
ん
が
手
術
中
の
際
は
、

基
本
的
に
ご
家
族
に
は
入
院
さ
れ
て
い

る
病
棟
の
食
堂
等
で
お
待
ち
頂
い
て
お

り
ま
す
。
再
構
築
後
は
様
々
な
ご
要
望
も
頂
い
て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
ご
要
望
に
少
し
で
も
応
え

ら
れ
る
よ
う
に
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
ご
意
見
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご意見回 答

ご意見回 答

回 答 ご意見

topics　トピックス・・・

第 16 回病院祭「あいまつり」開催
　第 16 回　篠ノ井総合病院　病院祭「あいまつり」を
4 月 14 日（日）に開催いたしました。今年は病院再構
築工事も始まり、病院祭のテーマも「再構築元年　―
地域が必要とする基幹病院を目指して―」となりまし
た。
　当日は天候にも恵まれ温暖な日和で、地域の皆様は
じめ多くの方にご参加いただき、入場者数も 2106 人と
盛大に病院祭を開催できたことを御礼申し上げます。
開会は院長の挨拶、病院祭実行委員長の外間副院長の
開会宣言に引き続き、大きなくすだまを割りスタート
しました。今回の特別講演は、テレビ番組「サザエさん」
でおなじみのマスオさん役の声優、増岡弘さんをお招
きして「サザエさん一家は幸福みつけの達人そろい」
と言うテーマでお話を聴きました。サザエさんのお話
から、人生をいかに楽しく充実して過ごせるかなど、
楽しくもためになるお話で会場の参加者からも笑顔が
こぼれ、あっという間の 90 分でした。ステージ講演で
は、当院管理栄養士による「実践時間栄養ダイエット」
のお話、当院内分泌代謝科片倉医師による「糖尿病と
はどんな病気か」と、最近何かと話題の糖尿病につい
て分かりやすくお話を聴きました。そして講演の合間
には軽音楽部の演奏、昭和小学校のマーチングバンド
の演奏、毎年おなじみの「和太鼓ちんどん」の演奏、
近隣高校の OB の「ちくたくミュージック」の演奏、そ
して毎年最後は県内の厚生連病院のコーラス部員で構
成する「厚生連のうたごえ」の演奏でした。 　各科外来
回りでも、パネル展示による「医療展」が終日開催され、
たくさんのパネルを見て歩く参加者も大勢いました。
各種の相談コーナー、計測コーナー、体験コーナー、
救急蘇生体験コーナー、更級歯科医師会の先生方によ
る相談コーナー、各コーナーも一日中参加者でにぎわっ
ていました。 　病院駐車場では、おいしい広場、恒例の
バザー、ふわふわなどの小さいお子さんの遊び場、救
急車や介護車両の展示、そして献血車が来院して献血
も行われました。地域の農協の販売店や地元商店会の
売店、更級農業高校生徒さんのお花の販売なども行わ
れました。
　また、再構築元年と言うことで「再構築コーナー」
が特設され、完成模型からイメージ図、更に過去の病
院の歴史を物語る航空写真の展示なども行われました。
工事現場の見学と言うことで、南棟 4 階から工事現場
を見ていただく企画も開催されました。
　おかげさまで、毎年 4 月は篠ノ井総合病院祭が地域
のお祭りとして根付いてきたと感じられます。職員一
同大変嬉しく思っています。皆様からの病院祭に寄せ
るアンケートを参考にしつつ、また来年の病院祭開催
に向けて努力して参ります。皆様のご参加ありがとう
ございました。

◆みなさまからのご意見ご要望に関しまして、院内 13 ヵ所に設置してあ
る「ご意見箱」に入れていただいたものから回答させていただいており
ます。ご意見のご回答は、本誌等の広報誌に掲載させていただくと共に
院内掲示版にも掲示させていただいております。また、ご意見箱の開封
は原則週 1 回の頻度で担当者が行っています。

手術中

ちくたくミュージッククラブさん

特別講演　増岡　弘　さん

救急蘇生体験

計測コーナー

和太鼓ちんどん　さん

相談コーナー

片倉医師の講演

オープニング
セレモニー

パネル展示

ふわふわ、救急車両展示

昭和小学校マーチングバンド

厚生連のうたごえ

大盛況の模擬店
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後 期 高 齢 者 医 療 制 度 被 保 険 者 の 皆 様 へ
　
平
成
25
年
８
月
１
日
か
ら
新

し
い
保
険
証
で
受
診
し
て
下
さ

い
。
新
し
い
保
険
証
は
、
７
月

下
旬
ま
で
に
、
お
住
ま
い
の
市

町
村
役
場
か
ら
送
付
さ
れ
ま

す
。

　
保
険
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、

住
所
・
氏
名
な
ど
を
確
認
し
て

下
さ
い
。
８
月
か
ら
は
新
し
い

保
険
証
を
お
持
ち
に
な
っ
て
下

さ
い
。

　
限
度
額
認
定
証
の
申
請
手
続
き
・

交
付
は
各
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
ご
加
入
の
患
者

様
は
、
各
市
町
村
役
場
に
て
。

　
社
会
保
険
ご
加
入
の
患
者
様
は
、

全
国
健
康
保
険
協
会
・
共
済
組
合
保

険
・
健
康
保
険
組
合
で
の
申
請
に
な

り
ま
す
。

　
限
度
額
認
定
証
の
提
示
期
限
は
ご

入
院
さ
れ
た
月
の
翌
月
８
日
に
な
り

ま
す
。（
休
日
の
場
合
は
前
日
）
期
限

を
過
ぎ
て
の
ご
提
示
で
は
制
度
が
利

用
で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

（
交
付
後
は
速
や
か
に
ご
提
示
頂
き
ま

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
）

　
月
末
に
入
院
さ
れ
た
患
者
様
は
申

請
手
続
き
後
、
保
険
者
か
ら
の
発
行

が
期
限
ま
で
に
間
に
合
わ
ず
制
度
が

利
用
で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
了
承
下
さ
い
。

旧 (黄色） 新 (桃色）

院外

3/23 院外 第 20 回　地域医療を考える会（地域医療懇談会）を開催しました

4/25 院内 院内感染対策研修会開催しました。

3-4 月 院内 院内売店拡張、自販機増設しました」

 6/10 院外

 6/9 院外 「篠ノ井あいさつ運動」に参加しています

長野県県有林オフセット・クレジット（Ｊ－ＶＥＲ）契約調印式

　
６
月
９
日（
日
）
に
篠
ノ
井
市
民
会

館
で「
篠
ノ
井
あ
い
さ
つ
運
動
発
足
式
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
運
動
は
篠
ノ

井
住
民
自
治
協
議
会
教
育
交
流
部
会
が

「
篠
ノ
井
を
も
っ
と
元
気
に
！
」
の
思

い
を
持
っ
て
あ
い
さ
つ
が
つ
く
る「
あ

い
」
の
ま
ち
篠
ノ
井
を
合
言
葉
に
、
篠

ノ
井
が
お
互
い
に
顔
の
見
え
る
地
域
社

会
と
な
り
、
地
域
の
助
け
合
い
、
防
犯
、

防
災
、
美
化
活
動
な
ど
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
ほ
ぼ
満
席
と
な
っ
た
篠
ノ
井
市

民
会
館
で
は
前
長
野
市
立
朝
陽
小
学
校

長
　
池
田
俊
治
　
氏
に
よ
る「
笑
顔
の

あ
い
さ
つ
運
動
の
取
り
組
み
　―

あ
い

さ
つ
の
ひ
び
き
合
う
学
校
と
地
域
を

願
っ
て―

」
と
題
し
た
講
演
に
続
き
、

篠
ノ
井
の
保
育
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、

高
等
学
校
の
児
童
生
徒
さ
ん
に
よ
る
標

語
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

　
最
後
に
篠
ノ
井
高
校
の
ギ
タ
ー
マ
ン

ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
の
伴
奏
で
信
濃
の
国
を

全
員
で
合
唱
し
、
篠
ノ
井
あ
い
さ
つ
運

動
の
開
始
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

　
篠
ノ
井
総
合
病
院
で
は
、
病
院
接
遇

目
標
と
し

て「
あ
た
た

か
さ
が
感

じ
ら
れ
る

病
院
を
目

指
そ
う
！
」

を
掲
げ
、

あ
い
さ
つ

は
も
ち
ろ

ん
笑
顔
や

や
さ
し
い

声
掛
け
を

積
極
的
に

　
今
年
の「
地
域
医
療
を
考
え
る
会
」

は
３
月
23
日（
土
）
に
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン

長
野
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
３
階
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
講
演
は「
篠
ノ
井
総
合

病
院
の
概
況
に
つ
い
て
」
木
村
院
長
、

「
病
院
再
構
築
に
つ
い
て
」
岡
村
事
務

長
、「
高
齢
者
の
栄
養
管
理
に
つ
い
て
」

石
川
栄
養
士
で
し
た
。
懇
談
会
演
開

始
前
の
時
間
に
、
血
圧
・
体
脂
肪
測
定

や
健
康
・
栄
養
・
介
護
相
談
コ
ー
ナ
ー

な
ど
も
設
け
ま
し

た
。
参
加
者
数
は

職
員
入
れ
て
約
１

０
０
名
、
篠
ノ
井
、

千
曲
市
な
ど
中
心

に
お
集
ま
り
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、

木
村
院
長
か
ら
病

院
の
概
況
説
明
、

そ
し
て
岡
村
事
務

長
か
ら
病
院
再
構

築
の
経
過
や
現
在

の
工
事
の
状
況
に

つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
石
川
栄
養
士

か
ら「
高
齢
者
の
栄

養
管
理
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
、
高
齢

者
の
特
徴
を
理
解

し
た
上
で
の
栄
養

管
理
に
つ
い
て
、

今
日
か
ら
で
き
る

分
か
り
や
す
い
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。

　
休
憩
時
間
に
は
、
参
加
者
全
員
で

理
学
療
法
士
の
指
導
の
下
、
椅
子
か

ら
立
ち
上
が
り
腰
痛
体
操
な
ど
で
体

を
ほ
ぐ
し
ま
し
た
。
栄
養
科
手
作
り

お
菓
子
で
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
と
り
懇

談
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
懇
談
会
で
は
、
院
長
、
事
務
長
、

看
護
部
長
、
薬
剤
部
長
、
総
技
師
長
な
ど

が
前
列
に
並
び
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
か
ら

ご
質
問
や
ご
意
見
に
直
接
お
答
え
し
懇
談

を
行
い
ま
し
た
。

　
会
場
か
ら
の
質
問
は
、
病
院
再
構
築
に

つ
い
て
工
事
中
の
道
路
の
混
雑
に
つ
い

て
、
ま
た
完
成
後
の
ベ
ッ
ド
数
や
診
療
科

は
ど
う
な
の
か
と
か
の
質
問
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
昨
今
話
題
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ

い
て
医
療
へ
の
影
響
を
心
配
さ
れ
て
い
る

方
も
お
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
他
、
緩
和

ケ
ア
に
つ
い
て
の
体

制
や
、
院
内
の
案
内

に
つ
い
て
の
要
望
な

ど
、
様
々
な
ご
質
問
・

ご
意
見
を
頂
き
ま
し

た
。
そ
の
場
で
担
当

者
が
答
え
ら
れ
る
も

の
は
お
答
え
し
、
検

討
を
要
す
る
も
の
に

つ
い
て
は
持
ち
帰
っ

て
検
討
し
後
日
ご
回

答
す
る
と
し
ま
し

た
。

　
今
回
の
地
域
医
療

を
考
え
る
会
で
は
、

地
域
の
皆
様
と
病
院

の
院
長
は
じ
め
と
す

る
回
答
陣
が
そ
の
場

で
直
接
話
し
合
い
が

で
き
、
病
院
の
状
況
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
要

望
な
ど
が
参
加
者
全

員
で
共
有
し
あ
っ
た
こ
と
が
一
番
の
成
果

で
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
に
向
け
て
、
さ
ら
に
地
域
住
民
の

皆
様
と
の
対
話
を
通
じ
て
篠
ノ
井
総
合
病

院
が
正
に
地
域
の
病
院
と
し
て
成
長
し
て

い
く
た
め
に
、
こ
の
会
の
継
続
が
重
要
な

位
置
を
占
め
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

 

　
今
回
の
感
染
対
策
研
修
会
は
、
講
師
に
工

学
院
大
学
建
築
学
部
建
築
デ
ザ
イ
ン
学
科
教

授
の
筧
　
淳
夫
先
生
を
お
迎
え
し
て「
施
設
環

境
と
院
内
感
染
対
策
」
と
言
う
テ
ー
マ
で
ご

講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

　
ご
講
演
内
容
は
、
最
初
に
感
染
対
策
と
し

て
重
要
な
空
調
設
備
に
つ
い
て
そ
の
種
類
と

方
法
、
ま
た
各
種
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
隔
離

室
の
配
置
や
構
造
に
つ
い
て
各
病
院
の
事
例

を
提
示
さ
れ
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ト

イ
レ
や
シ
ャ
ワ
ー
の
設
置
の
仕
方
や
そ
の
器

具
に
つ
い
て
も
詳
し
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

誰
の
た
め
、
何
の
た
め
の
手
洗
い
設
備
な
の

か
を
良
く
考
え
て
設
置
し
な
い
と
使
い
ず
ら

か
っ
た
り
、
使
え
な
い
も
の
な
っ
て
し
ま
う

と
も
。
ま
た
、
感
染
を
受
け
や
す
い
手
術
室

に
つ
い
て
も
、
そ
の
配
置
方
法
や
空
調
設
備

の
維
持
管
理
に
つ
い
て
も
事
例
を
上
げ
て
詳

し
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
職
員
の
み
な
ら
ず
、
現
在
工
事
中

の
新
病
院
の
設
計
や
建
築
に
携
わ
っ
て
い
る

業
者
の
皆
様
も
聴
講
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、

施
設
環
境
と
安
全
管
理
を
行
っ
て
い
く
う
え

で
重
要
な
こ
と
は
、
多
職
種
の
施
設
管
理
へ

の
参
加
と
言
う
こ
と
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し

た
。
感
染
担
当
者
だ
け
が
頑
張
る
の
で
は
な

く
職
員
全
体
、
あ
る
い
は
設
備
管
理
担
当
者

や
建
築
業
者
等
も
一
緒
に
な
り
適
切
な
治
療

の
場
の
整
備
、
適
切
な
施
設
環
境
の
構
築
と

維
持
を
お
こ
な
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
。

　
医
療
と
施
設
環
境
に
つ
い
て
は
、
医
療
行

為
の「
制
御
安
全
」
と
適
切
な
施
設
環
境
の
構

築
と
維
持
に
よ
る「
本
質
安
全
」
の
両
面
を
よ

く
理
解
し
取
り

組
ん
で
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
全
職

員
で
再
確
認
し

ま
し
た
。

勧
め
て
い
ま
す
。
今
後
は「
篠
ノ
井
あ
い
さ

つ
運
動
」
も
併
せ
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
25
年
６
月
10
日（
月
）
長
野
県
庁

第
３
応
接
室
に
て
長
野
県
県
有
林
オ
フ

セ
ッ
ト
・
ク
レ
ジ
ッ
ト（
Ｊ―

Ｖ
Ｅ
Ｒ
）

契
約
調
印
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
オ
フ
セ
ッ
ト
・
ク
レ
ジ
ッ
ト（
Ｊ―

Ｖ

Ｅ
Ｒ
）
と
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

削
減
・
吸
収
量
を
販
売
可
能
な
ク
レ
ジ
ッ

ト
と
し
て
認
証
す
る
環
境
省
の
制
度
で
、

自
治
体
や
企
業
等
の
自
主
的
な
組
織
を

通
じ
て
、
達
成
さ
れ
た
温
室
効
果
ガ
ス

の
吸
収
量
等
に
対
し
て
Ｊ
ー
Ｖ
Ｅ
Ｒ
が

発
行
さ
れ
ま
す
。Ｊ
ー
Ｖ
Ｅ
Ｒ
は
カ
ー
ボ

ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
に
用
い
ら
れ
る
ほ
か
、

金
銭
的
な
価
値
と
市
場
流
通
性
を
持
ち
、

自
由
な
取
引
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

長
野
県
で
は
、
小
海
県
有
林
の
森
林
整

備
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
に
つ
い

て
、
環
境
省
の
オ
フ
セ
ッ
ト
・
ク
レ
ジ
ッ

ト（
Ｊ―

Ｖ
Ｅ
Ｒ
）
制
度
の
認
定
を
受
け

販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
販
売
数
量
は
３
８
４
ト
ン-

Ｃ

Ｏ
２
で
、
当
院
は
そ
の
う
ち
３
０
ト
ン-

Ｃ
Ｏ
２
を

購
入
し
ま

し
た
。

調
印
式
に

は
院
長
の

代
理
で
岡

村
事
務
長

が
出
席

し
、
認
証

書
を
い
た

だ
い
て
き

ま
し
た
。

 

病
院
内
の
売
店「
す
ず
ら
ん
」
は
、
３

月
末
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
長
年
に
わ
た
り
、
狭
い
、
も
っ

と
商
品
を
と
の
ご
要
望
が
あ
り
ま
し

た
。
今
回
そ
れ

ら
の
ご
要
望
に

全
て
お
答
え
は

で
き
て
い
ま
せ

ん
が
、
従
来
の

面
積
よ
り
1.5
倍

ほ
ど
拡
張
さ
れ

品
数
も
充
実
さ

れ
ま
し
た
。
売

店
前
ま
で
溢
れ

て
い
た
商
品
の

棚
も
収
ま
り
売

店
前
の
通
路
も

す
っ
き
り
し
ま

し
た
。

　
今
ま
で
西
棟
に
も
飲
み
物
の
自
動
販

売
機
を
設
置
し
て
欲
し
い
と
の
ご
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
度
ご
要
望
に
お

答
え
し
て
、
西
棟
３
階
の
エ
レ
ベ
ー
タ

ホ
ー
ル
に
自
動
販
売
機
を
設
置
し
ま
し

た
。
更
に
、
本
館
１
階
の
エ
レ
ベ
ー
タ

ホ
ー
ル
に
も
う
一
台
自
動
販
売
機
を
設

置
し
ま
し
た
。
今
回
設
置
し
た
自
販
機

に
は
、
夏
場
な
ど
の
熱
中
症
予
防
や
冬

場
の
脱
水
症
症
状
予
防
の
観
点
か
ら
開

発
さ
れ
た
経
口
補
水
液
Ｏ
Ｓ―

１
を
含

む
飲
み

物
が
置

い
て
あ

り

ま

す
。

　

限度額認定証の申請について　　　　医事課よりお知らせ

①ご加入の保険者から申請書を頂いてください
　　　　　　↓
②必要事項を記入し、ご加入の保険者へ申請してください
　　　　　　↓
③ご加入の保険者より限度額認定証が交付されます
　　　　　　↓
④交付されました限度額認定証を総合受付にご提示ください

※ご不明な点等ございましたら、地域医療連携課、又は医事課までご相談下さい。

↓本館１階

西棟３階→

売店すずらん
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後 期 高 齢 者 医 療 制 度 被 保 険 者 の 皆 様 へ
　
平
成
25
年
８
月
１
日
か
ら
新

し
い
保
険
証
で
受
診
し
て
下
さ

い
。
新
し
い
保
険
証
は
、
７
月

下
旬
ま
で
に
、
お
住
ま
い
の
市

町
村
役
場
か
ら
送
付
さ
れ
ま

す
。

　
保
険
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、

住
所
・
氏
名
な
ど
を
確
認
し
て

下
さ
い
。
８
月
か
ら
は
新
し
い

保
険
証
を
お
持
ち
に
な
っ
て
下

さ
い
。

　
限
度
額
認
定
証
の
申
請
手
続
き
・

交
付
は
各
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
ご
加
入
の
患
者

様
は
、
各
市
町
村
役
場
に
て
。

　
社
会
保
険
ご
加
入
の
患
者
様
は
、

全
国
健
康
保
険
協
会
・
共
済
組
合
保

険
・
健
康
保
険
組
合
で
の
申
請
に
な

り
ま
す
。

　
限
度
額
認
定
証
の
提
示
期
限
は
ご

入
院
さ
れ
た
月
の
翌
月
８
日
に
な
り

ま
す
。（
休
日
の
場
合
は
前
日
）
期
限

を
過
ぎ
て
の
ご
提
示
で
は
制
度
が
利

用
で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

（
交
付
後
は
速
や
か
に
ご
提
示
頂
き
ま

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
）

　
月
末
に
入
院
さ
れ
た
患
者
様
は
申

請
手
続
き
後
、
保
険
者
か
ら
の
発
行

が
期
限
ま
で
に
間
に
合
わ
ず
制
度
が

利
用
で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
了
承
下
さ
い
。

旧 (黄色） 新 (桃色）

院外

3/23 院外 第 20 回　地域医療を考える会（地域医療懇談会）を開催しました

4/25 院内 院内感染対策研修会開催しました。

3-4 月 院内 院内売店拡張、自販機増設しました」

 6/10 院外

 6/9 院外 「篠ノ井あいさつ運動」に参加しています

長野県県有林オフセット・クレジット（Ｊ－ＶＥＲ）契約調印式

　
６
月
９
日（
日
）
に
篠
ノ
井
市
民
会

館
で「
篠
ノ
井
あ
い
さ
つ
運
動
発
足
式
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
運
動
は
篠
ノ

井
住
民
自
治
協
議
会
教
育
交
流
部
会
が

「
篠
ノ
井
を
も
っ
と
元
気
に
！
」
の
思

い
を
持
っ
て
あ
い
さ
つ
が
つ
く
る「
あ

い
」
の
ま
ち
篠
ノ
井
を
合
言
葉
に
、
篠

ノ
井
が
お
互
い
に
顔
の
見
え
る
地
域
社

会
と
な
り
、
地
域
の
助
け
合
い
、
防
犯
、

防
災
、
美
化
活
動
な
ど
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
ほ
ぼ
満
席
と
な
っ
た
篠
ノ
井
市

民
会
館
で
は
前
長
野
市
立
朝
陽
小
学
校

長
　
池
田
俊
治
　
氏
に
よ
る「
笑
顔
の

あ
い
さ
つ
運
動
の
取
り
組
み
　―

あ
い

さ
つ
の
ひ
び
き
合
う
学
校
と
地
域
を

願
っ
て―

」
と
題
し
た
講
演
に
続
き
、

篠
ノ
井
の
保
育
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、

高
等
学
校
の
児
童
生
徒
さ
ん
に
よ
る
標

語
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

　
最
後
に
篠
ノ
井
高
校
の
ギ
タ
ー
マ
ン

ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
の
伴
奏
で
信
濃
の
国
を

全
員
で
合
唱
し
、
篠
ノ
井
あ
い
さ
つ
運

動
の
開
始
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

　
篠
ノ
井
総
合
病
院
で
は
、
病
院
接
遇

目
標
と
し

て「
あ
た
た

か
さ
が
感

じ
ら
れ
る

病
院
を
目

指
そ
う
！
」

を
掲
げ
、

あ
い
さ
つ

は
も
ち
ろ

ん
笑
顔
や

や
さ
し
い

声
掛
け
を

積
極
的
に

　
今
年
の「
地
域
医
療
を
考
え
る
会
」

は
３
月
23
日（
土
）
に
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン

長
野
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
３
階
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
講
演
は「
篠
ノ
井
総
合

病
院
の
概
況
に
つ
い
て
」
木
村
院
長
、

「
病
院
再
構
築
に
つ
い
て
」
岡
村
事
務

長
、「
高
齢
者
の
栄
養
管
理
に
つ
い
て
」

石
川
栄
養
士
で
し
た
。
懇
談
会
演
開

始
前
の
時
間
に
、
血
圧
・
体
脂
肪
測
定

や
健
康
・
栄
養
・
介
護
相
談
コ
ー
ナ
ー

な
ど
も
設
け
ま
し

た
。
参
加
者
数
は

職
員
入
れ
て
約
１

０
０
名
、
篠
ノ
井
、

千
曲
市
な
ど
中
心

に
お
集
ま
り
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、

木
村
院
長
か
ら
病

院
の
概
況
説
明
、

そ
し
て
岡
村
事
務

長
か
ら
病
院
再
構

築
の
経
過
や
現
在

の
工
事
の
状
況
に

つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
石
川
栄
養
士

か
ら「
高
齢
者
の
栄

養
管
理
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
、
高
齢

者
の
特
徴
を
理
解

し
た
上
で
の
栄
養

管
理
に
つ
い
て
、

今
日
か
ら
で
き
る

分
か
り
や
す
い
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。

　
休
憩
時
間
に
は
、
参
加
者
全
員
で

理
学
療
法
士
の
指
導
の
下
、
椅
子
か

ら
立
ち
上
が
り
腰
痛
体
操
な
ど
で
体

を
ほ
ぐ
し
ま
し
た
。
栄
養
科
手
作
り

お
菓
子
で
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
と
り
懇

談
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
懇
談
会
で
は
、
院
長
、
事
務
長
、

看
護
部
長
、
薬
剤
部
長
、
総
技
師
長
な
ど

が
前
列
に
並
び
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
か
ら

ご
質
問
や
ご
意
見
に
直
接
お
答
え
し
懇
談

を
行
い
ま
し
た
。

　
会
場
か
ら
の
質
問
は
、
病
院
再
構
築
に

つ
い
て
工
事
中
の
道
路
の
混
雑
に
つ
い

て
、
ま
た
完
成
後
の
ベ
ッ
ド
数
や
診
療
科

は
ど
う
な
の
か
と
か
の
質
問
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
昨
今
話
題
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ

い
て
医
療
へ
の
影
響
を
心
配
さ
れ
て
い
る

方
も
お
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
他
、
緩
和

ケ
ア
に
つ
い
て
の
体

制
や
、
院
内
の
案
内

に
つ
い
て
の
要
望
な

ど
、
様
々
な
ご
質
問
・

ご
意
見
を
頂
き
ま
し

た
。
そ
の
場
で
担
当

者
が
答
え
ら
れ
る
も

の
は
お
答
え
し
、
検

討
を
要
す
る
も
の
に

つ
い
て
は
持
ち
帰
っ

て
検
討
し
後
日
ご
回

答
す
る
と
し
ま
し

た
。

　
今
回
の
地
域
医
療

を
考
え
る
会
で
は
、

地
域
の
皆
様
と
病
院

の
院
長
は
じ
め
と
す

る
回
答
陣
が
そ
の
場

で
直
接
話
し
合
い
が

で
き
、
病
院
の
状
況
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
要

望
な
ど
が
参
加
者
全

員
で
共
有
し
あ
っ
た
こ
と
が
一
番
の
成
果

で
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
に
向
け
て
、
さ
ら
に
地
域
住
民
の

皆
様
と
の
対
話
を
通
じ
て
篠
ノ
井
総
合
病

院
が
正
に
地
域
の
病
院
と
し
て
成
長
し
て

い
く
た
め
に
、
こ
の
会
の
継
続
が
重
要
な

位
置
を
占
め
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

 

　
今
回
の
感
染
対
策
研
修
会
は
、
講
師
に
工

学
院
大
学
建
築
学
部
建
築
デ
ザ
イ
ン
学
科
教

授
の
筧
　
淳
夫
先
生
を
お
迎
え
し
て「
施
設
環

境
と
院
内
感
染
対
策
」
と
言
う
テ
ー
マ
で
ご

講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

　
ご
講
演
内
容
は
、
最
初
に
感
染
対
策
と
し

て
重
要
な
空
調
設
備
に
つ
い
て
そ
の
種
類
と

方
法
、
ま
た
各
種
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
隔
離

室
の
配
置
や
構
造
に
つ
い
て
各
病
院
の
事
例

を
提
示
さ
れ
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ト

イ
レ
や
シ
ャ
ワ
ー
の
設
置
の
仕
方
や
そ
の
器

具
に
つ
い
て
も
詳
し
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

誰
の
た
め
、
何
の
た
め
の
手
洗
い
設
備
な
の

か
を
良
く
考
え
て
設
置
し
な
い
と
使
い
ず
ら

か
っ
た
り
、
使
え
な
い
も
の
な
っ
て
し
ま
う

と
も
。
ま
た
、
感
染
を
受
け
や
す
い
手
術
室

に
つ
い
て
も
、
そ
の
配
置
方
法
や
空
調
設
備

の
維
持
管
理
に
つ
い
て
も
事
例
を
上
げ
て
詳

し
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
職
員
の
み
な
ら
ず
、
現
在
工
事
中

の
新
病
院
の
設
計
や
建
築
に
携
わ
っ
て
い
る

業
者
の
皆
様
も
聴
講
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、

施
設
環
境
と
安
全
管
理
を
行
っ
て
い
く
う
え

で
重
要
な
こ
と
は
、
多
職
種
の
施
設
管
理
へ

の
参
加
と
言
う
こ
と
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し

た
。
感
染
担
当
者
だ
け
が
頑
張
る
の
で
は
な

く
職
員
全
体
、
あ
る
い
は
設
備
管
理
担
当
者

や
建
築
業
者
等
も
一
緒
に
な
り
適
切
な
治
療

の
場
の
整
備
、
適
切
な
施
設
環
境
の
構
築
と

維
持
を
お
こ
な
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
。

　
医
療
と
施
設
環
境
に
つ
い
て
は
、
医
療
行

為
の「
制
御
安
全
」
と
適
切
な
施
設
環
境
の
構

築
と
維
持
に
よ
る「
本
質
安
全
」
の
両
面
を
よ

く
理
解
し
取
り

組
ん
で
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
全
職

員
で
再
確
認
し

ま
し
た
。

勧
め
て
い
ま
す
。
今
後
は「
篠
ノ
井
あ
い
さ

つ
運
動
」
も
併
せ
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
25
年
６
月
10
日（
月
）
長
野
県
庁

第
３
応
接
室
に
て
長
野
県
県
有
林
オ
フ

セ
ッ
ト
・
ク
レ
ジ
ッ
ト（
Ｊ―

Ｖ
Ｅ
Ｒ
）

契
約
調
印
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
オ
フ
セ
ッ
ト
・
ク
レ
ジ
ッ
ト（
Ｊ―

Ｖ

Ｅ
Ｒ
）
と
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

削
減
・
吸
収
量
を
販
売
可
能
な
ク
レ
ジ
ッ

ト
と
し
て
認
証
す
る
環
境
省
の
制
度
で
、

自
治
体
や
企
業
等
の
自
主
的
な
組
織
を

通
じ
て
、
達
成
さ
れ
た
温
室
効
果
ガ
ス

の
吸
収
量
等
に
対
し
て
Ｊ
ー
Ｖ
Ｅ
Ｒ
が

発
行
さ
れ
ま
す
。Ｊ
ー
Ｖ
Ｅ
Ｒ
は
カ
ー
ボ

ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
に
用
い
ら
れ
る
ほ
か
、

金
銭
的
な
価
値
と
市
場
流
通
性
を
持
ち
、

自
由
な
取
引
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

長
野
県
で
は
、
小
海
県
有
林
の
森
林
整

備
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
に
つ
い

て
、
環
境
省
の
オ
フ
セ
ッ
ト
・
ク
レ
ジ
ッ

ト（
Ｊ―

Ｖ
Ｅ
Ｒ
）
制
度
の
認
定
を
受
け

販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
販
売
数
量
は
３
８
４
ト
ン-

Ｃ

Ｏ
２
で
、
当
院
は
そ
の
う
ち
３
０
ト
ン-

Ｃ
Ｏ
２
を

購
入
し
ま

し
た
。

調
印
式
に

は
院
長
の

代
理
で
岡

村
事
務
長

が
出
席

し
、
認
証

書
を
い
た

だ
い
て
き

ま
し
た
。

 

病
院
内
の
売
店「
す
ず
ら
ん
」
は
、
３

月
末
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
長
年
に
わ
た
り
、
狭
い
、
も
っ

と
商
品
を
と
の
ご
要
望
が
あ
り
ま
し

た
。
今
回
そ
れ

ら
の
ご
要
望
に

全
て
お
答
え
は

で
き
て
い
ま
せ

ん
が
、
従
来
の

面
積
よ
り
1.5
倍

ほ
ど
拡
張
さ
れ

品
数
も
充
実
さ

れ
ま
し
た
。
売

店
前
ま
で
溢
れ

て
い
た
商
品
の

棚
も
収
ま
り
売

店
前
の
通
路
も

す
っ
き
り
し
ま

し
た
。

　
今
ま
で
西
棟
に
も
飲
み
物
の
自
動
販

売
機
を
設
置
し
て
欲
し
い
と
の
ご
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
度
ご
要
望
に
お

答
え
し
て
、
西
棟
３
階
の
エ
レ
ベ
ー
タ

ホ
ー
ル
に
自
動
販
売
機
を
設
置
し
ま
し

た
。
更
に
、
本
館
１
階
の
エ
レ
ベ
ー
タ

ホ
ー
ル
に
も
う
一
台
自
動
販
売
機
を
設

置
し
ま
し
た
。
今
回
設
置
し
た
自
販
機

に
は
、
夏
場
な
ど
の
熱
中
症
予
防
や
冬

場
の
脱
水
症
症
状
予
防
の
観
点
か
ら
開

発
さ
れ
た
経
口
補
水
液
Ｏ
Ｓ―

１
を
含

む
飲
み

物
が
置

い
て
あ

り

ま

す
。

　

限度額認定証の申請について　　　　医事課よりお知らせ

①ご加入の保険者から申請書を頂いてください
　　　　　　↓
②必要事項を記入し、ご加入の保険者へ申請してください
　　　　　　↓
③ご加入の保険者より限度額認定証が交付されます
　　　　　　↓
④交付されました限度額認定証を総合受付にご提示ください

※ご不明な点等ございましたら、地域医療連携課、又は医事課までご相談下さい。

↓本館１階

西棟３階→

売店すずらん



【病院理念】　私たちは、厚生連理念にのっとり患者本位の医療の実践に努めます

ＪＡ長野厚生連
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